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近
年
の
米
騒
動
研
究
で
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
騒
動
の
発
端
と
し
て
中
新
川
郡
東
水
橋
町
（
現
・
富
山
市
）
が
挙
げ
ら

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
、
松
井
滋
次
郎
や
井
本
三
夫
ら
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
や
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
研
究
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
東
水
橋
町
の
米
騒
動
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
井
本
の
研
究
へ
の
疑
問
も
出
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
松
井
・

井
本
の
主
要
な
関
心
が
、
東
水
橋
町
の
騒
動
が
米
騒
動
の
発
端
だ
っ
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
か
、
体
験
者
ら
の
語

り
に
は
、
歴
史
的
な
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
八
月
四
日
以
降
の
東
水
橋
町
に
お
け
る
米
騒
動

の
展
開
過
程
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
騒
動
体
験
者
の
語
り
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
。
八
月

四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
の
騒
動
に
つ
い
て
は
、
騒
動
体
験
者
の
語
り
や
関
係
す
る
文
献
史
料
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
騒
動
の

展
開
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
展
開
過
程
を
ふ
ま
え
て
、
語
り
手
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
東
水
橋
町
の
米
騒
動

が
ど
の
よ
う
な
体
験
だ
っ
た
の
か
も
検
証
し
て
い
る
。
あ
る
ひ
と
り
の
騒
動
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
女
性
仲
仕
の
仕
事
や
家
事
労
働

後
の
夜
分
、「
親
方
」
に
率
い
ら
れ
て
集
団
要
求
に
日
参
し
、
米
商
高
松
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た
体
験
こ
そ
が
、
米
騒
動
で
あ
っ
た
。

ま
た
別
の
参
加
者
に
と
っ
て
の
米
騒
動
は
、
地
縁
に
よ
る
強
制
で
参
加
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
常
意
識
の
顚
倒
に
よ
っ
て
思
い
が

け
な
い
高
揚
感
を
味
わ
っ
た
体
験
だ
っ
た
。
他
方
、
騒
動
勢
が
押
し
寄
せ
た
米
商
の
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
日
常
意
識
の

顚
倒
の
も
た
ら
し
た
不
安
と
恐
怖
こ
そ
が
米
騒
動
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
体
験
の
多
元
性
は
、
米
騒
動
の
歴
史
像
を
よ
り

豊
か
に
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

【要旨】

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
民
衆
運
動
史
、
民
衆
意
識
、
港
湾
都
市
、
女
性
仲
仕

キ
ー
ワ
ー
ド
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は
じ
め
に

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
富
山
県
で
は
、
七
月
か
ら
八
月
初
旬
に
か

け
て
、
東
水
橋
・
魚
津
・
東
岩
瀬
・
泊
・
生
地
・
西
水
橋
・
滑
川
な
ど
富

山
湾
東
部
沿
岸
の
中
小
都
市
を
中
心
に
米
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
八
月
五
日

以
降
、
西
水
橋
や
東
水
橋
、
滑
川
な
ど
の
動
向
が
中
央
紙
や
県
外
紙
で
も

報
じ
ら
）
（
（
れ
、
全
国
各
地
に
騒
動
が
広
が
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
の
富
山
県

で
の
騒
動
の
発
端
と
し
て
、
近
年
で
は
、
中
新
川
郡
東
水
橋
町
（
現
・
富

山
市
）
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
［
滑
川
市
立
博
物
館
編　

20（8
：（9

］。

　

本
稿
で
は
、
東
水
橋
町
に
お
け
る
米
騒
動
の
展
開
過
程
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
騒
動
の
体
験
者
が
残
し
た
語
り
を
歴
史
的

に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　

東
水
橋
町
の
米
騒
動
で
、
最
初
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
八
月
四
日
夜
の

騒
動
だ
っ
た
。
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
の
長
谷
川
博
・
増
島
宏

「『
米
騒
動
』
の
第
一
段
階
（
完
結
）
―
富
山
県
下
現
地
調
査
を
中
心
と
し

て
―
」
で
は
、
こ
の
騒
動
を
、
前
日
三
日
に
隣
町
の
西
水
橋
町
（
現
・
富

山
市
）
で
起
こ
っ
た
米
騒
動
が
波
及
し
た
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
が
滑
川

町
（
現
・
滑
川
市
）
へ
伝
播
し
て
六
日
以
降
に
「
富
山
県
下
で
の
米
騒
動

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
に
達
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
他
方
、
八
月
二
日
以

前
に
起
こ
っ
た
魚
津
町
（
現
・
魚
津
市
）
の
騒
動
な
ど
は
、
小
規
模
に
と

ど
ま
っ
た
「
米
騒
動
の
序
曲
」
と
さ
れ
た
［
長
谷
川
・
増
島　

（954

：

（

）
2
（26

］。
そ
う
し
た
評
価
は
、
井
上
清
・
渡
部
徹
編
『
米
騒
動
の
研
究　

第

一
巻
』
に
も
踏
襲
さ
れ
［
井
上
・
渡
部
編　

（959

］、
米
騒
動
研
究
の
通

説
と
な
っ
た
。
富
山
県
の
地
方
紙
で
あ
る
北
日
本
新
聞
社
が
編
纂
し
た

『
証
言
米
騒
動
』
も
、
そ
う
し
た
通
説
に
準
じ
て
い
る
［
北
日
本
新
聞
社

編　

（974

］。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
、
東
水
橋
町
の
米
騒
動
が
、
西
水
橋
町
や
魚
津
町
に

先
行
し
て
い
た
と
す
る
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。

『
赤
旗
日
曜
版
』
一
九
六
八
年
七
月
二
八
日
付
に
掲
載
さ
れ
た
、
東
水
橋

町
の
米
騒
動
体
験
者
に
よ
る
座
談
会
の
記
事
で
は
、
東
水
橋
町
の
西
浜
町

の
女
性
仲
仕
た
ち
が
、
七
月
初
め
か
ら
組
織
的
な
行
動
を
し
て
い
た
と

す
）
（
（
る
。
富
山
県
の
社
会
運
動
家
・
松
井
滋
次
郎
（
筆
名
・
千
冬
）
も
、
座

談
会
に
も
参
加
し
た
体
験
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
を
発
表
し
、
東

水
橋
町
の
西
浜
町
が
発
端
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
［
松
井　

（968

］。

松
井
は
、
そ
う
し
た
体
験
者
へ
の
聞
き
取
り
を
音
声
記
録
で
保
存
し
て
い

た
。
井
本
三
夫
は
、
松
井
の
遺
族
が
保
存
し
て
い
た
音
声
記
録
の
一
部
を

書
き
起
こ
し
て
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
公
表
し
た
［
松
井
聞
き
取

り
・
井
本
編　

（99（

］。
二
〇
一
〇
年
に
は
、
松
井
の
音
声
記
録
の
書
き

起
こ
し
、
お
よ
び
自
身
の
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
な
ど
を
所
収
し
た
井
本

三
夫
『
水
橋
町
（
富
山
県
）
の
米
騒
動
』
が
刊
行
さ
れ
た
［
井
本　
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20（0
］。
東
水
橋
町
の
騒
動
が
米
騒
動
の
発
端
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
の
公
開
や
井
本

の
研
究
成
果
に
よ
る
。

　

だ
が
、
井
本
の
研
究
は
、
聞
き
取
り
調
査
や
そ
の
記
録
な
ど
を
用
い
た

八
月
三
日
以
前
の
分
析
に
焦
点
が
あ
り
、
八
月
四
日
以
降
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
出
来
事
と
そ
の
出
典
史
料
の
紹
介
な
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
八
月
四
日
以
降
の
東
水
橋
町
に
お
け
る
米
騒
動
は
、
そ
の
展
開

過
程
ま
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
井
本
前

掲
『
水
橋
町
（
富
山
県
）
の
米
騒
動
』
所
収
の
騒
動
体
験
者
の
語
り
同
士

や
関
係
資
料
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
八
月
三
日
以
前
を
中
心
に
東
水

橋
町
の
米
騒
動
の
展
開
過
程
を
と
ら
え
直
し
た
こ
と
が
あ
る
［
大
川　

2022

］。
本
稿
で
も
、
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
や
新
聞
記
事
、
警
察
関
係

資
料
な
ど
を
用
い
た
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
八
月
四
日
以
降
の
東

水
橋
町
に
お
け
る
米
騒
動
の
展
開
過
程
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

東
水
橋
町
の
米
騒
動
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
松
井
滋
次
郎
や

井
本
三
夫
ら
の
尽
力
に
よ
り
、
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
）
4
（
る
。
松
井
が
残
し
た
音
声
記
録
は
、
一
九
六
八
・
一
九
六
九
・
一
九

七
一
年
に
収
録
さ
れ
た
米
騒
動
体
験
者
五
名
へ
の
聞
き
取
り
と
松
井
夫
妻

の
対
話
か
ら
な
り
、
そ
の
書
き
起
こ
し
が
井
本
前
掲
『
水
橋
町
（
富
山

県
）
の
米
騒
動
』
に
所
収
さ
れ
た
。
同
書
に
は
、
井
本
が
、
主
に
一
九
八

三
年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
て
実
施
し
た
、
東
水
橋
町
・
西
水
橋
町
の

米
騒
動
体
験
者
九
名
、
体
験
者
の
子
孫
一
二
名
（
同
席
者
含
む
）、
戦
前

の
港
湾
労
働
や
移
出
米
商
に
詳
し
い
住
民
六
名
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
成

果
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
記
録
は
、
調
査
者
で
あ

る
松
井
や
井
本
の
前
掲
著
作
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
両
者
の
主
要

な
関
心
が
、
東
水
橋
町
の
騒
動
が
米
騒
動
の
発
端
だ
っ
た
事
実
を
確
認
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
か
、
体
験
者
ら
の
語
り
に
は
、
歴
史
的
な
検
討
の

余
地
を
残
し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
日
本
新
聞
社
編
前
掲

『
証
言
米
騒
動
』
に
は
、
東
水
橋
町
の
米
騒
動
体
験
者
六
名
、
体
験
者
の

子
孫
一
名
な
ど
へ
の
聞
き
取
り
に
基
づ
く
記
述
が
あ
る
［
北
日
本
新
聞
社

編　

（974

］。
滑
川
市
の
社
会
運
動
家
・
斉
藤
弥
一
郎
が
著
し
た
『
米
騒

動
』
に
も
、
東
水
橋
町
の
騒
動
に
つ
い
て
、
警
察
関
係
者
一
名
へ
の
聞
き

取
り
を
ふ
ま
え
た
記
述
が
あ
る
［
斉
藤　

（976

］。
本
稿
で
は
、
八
月
四

日
以
降
の
米
騒
動
の
展
開
過
程
を
ふ
ま
え
て
、
こ
う
し
た
体
験
者
の
語
り

を
歴
史
的
な
文
脈
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
、
文
献
史
料
の
補

足
や
事
実
確
認
の
手
段
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
語
ら
れ
聞
き
取
ら
れ
た
記
録

の
も
つ
可
能
性
も
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
）
5
（
る
。

　

対
象
地
で
あ
る
中
新
川
郡
東
水
橋
町
は
、
白
岩
川
河
口
の
右
岸
に
位
置

し
た
。
水
橋
は
古
代
・
中
世
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
、
近
世
に

は
北
陸
街
道
と
水
橋
湊
を
中
心
に
河
口
両
岸
が
町
場
と
な
っ
た
。
右
岸
の

東
水
橋
に
は
加
賀
藩
の
御
蔵
が
置
か
れ
、
米
の
積
出
港
と
し
て
も
繁
栄
し

た
。
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
東
水
橋
町
が
成
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立
、
一
九
四
〇
年
に
西
水
橋
町
・
下
条
村
と
合
併
し
水
橋
町
と
な
り
、
一

九
六
六
年
に
富
山
市
に
編
入
さ
れ
た
。
一
九
一
八
年
当
時
の
現
住
戸
数
は

一
〇
〇
四
戸
、
現
住
人
口
が
五
二
八
七
人
だ
っ
た
［
富
山
県
編　

（920

］。

職
業
構
成
は
、「
大
正
八
年　

統
計
材
料
整
理
簿　

弐
冊
ノ
内
壱　

中
新

川
郡
役
所
」
に
よ
れ
ば
、
男
性
の
本
業
が
物
品
販
売
業
二
一
％
、
化
学
工

業
一
一
％
、
船
舶
運
輸
業
九
％
、
漁
業
等
六
％
、「
其
ノ
他
ノ
交
通
業
」

三
％
な
ど
、
副
業
が
物
品
販
売
業
五
二
％
、
漁
業
等
一
一
％
、
農
業
等
七

％
、
旅
宿
飲
食
店
遊
戯
場
営
業
等
七
％
、
金
融
及
保
険
業
六
％
な
ど
と
な

る
。
女
性
の
本
業
は
繊
維
工
業
二
〇
％
、
旅
宿
飲
食
店
遊
戯
場
営
業
等
一

六
％
、
竹
製
品
製
造
一
四
％
、
物
品
販
売
業
一
〇
％
、「
其
ノ
他
ノ
交
通

業
」
二
％
な
ど
、
副
業
が
繊
維
工
業
三
四
％
、
竹
製
品
製
造
二
八
％
、
物

品
販
売
業
一
九
％
、
旅
宿
飲
食
店
遊
戯
場
営
業
等
六
％
な
ど
だ
っ
た
。
漁

業
も
一
定
数
を
占
め
て
い
た
が
、
売
薬
業
や
港
湾
関
係
な
ど
二
次
・
三
次

産
業
中
心
の
港
湾
都
市
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
西
隣
の
西
水
橋

町
は
五
三
二
戸
・
三
一
八
七
人
、
東
の
滑
川
町
が
一
八
九
一
戸
・
一
万
八

三
八
人
だ
っ
た
［
富
山
県
編　

（920

］。

一　

八
月
三
日
以
前
の
米
騒
動

　

前
述
し
た
拙
稿
で
は
、
八
月
三
日
以
前
に
お
け
る
東
水
橋
町
の
米
騒
動

の
展
開
過
程
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
た
［
大
川　

2022

］。

　

東
水
橋
町
で
は
、
①
米
商
高
松
に
米
移
出
の
停
止
を
求
め
る
女
性
仲
仕

の
集
団
要
求
が
、
遅
く
と
も
七
月
一
四
日
ま
で
に
は
始
ま
っ
て
い
た
。
当

時
の
水
橋
港
で
は
、
沖
合
で
の
艀は
し
け

荷
役
（
沖
仲
仕
）
な
ど
を
男
性
が
お
こ

な
い
、
女
性
は
陸
上
で
荷
車
運
搬
や
艀
ま
で
の
荷
運
び
な
ど
を
担
っ
て
い

た
。
女
性
仲
仕
の
人
数
は
、
二
五
、
六
名
ほ
ど
で
、
そ
の
多
く
が
水
橋
港

の
揚
場
の
あ
っ
た
西
浜
町
在
住
だ
っ
た
。
仲
仕
の
親
方
（
港
湾
荷
役
の
労

務
供
給
請
負
業
）
に
は
、
市
江
平
次
郎
が
い
た
が
、
女
性
仲
仕
に
も
「
親

方
」
と
目
さ
れ
る
年
配
女
性
（
水
上
ノ
ブ
・
角
川
イ
ト
・
水
上
ト
キ
）
が
お

り
、
彼
女
ら
の
日
常
的
な
仕
事
を
す
べ
て
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
聞
き
取

り
調
査
の
記
録
に
は
、
女
性
仲
仕
を
「
き
っ
つ
い
」
と
表
現
す
る
騒
動
体

験
者
や
子
孫
の
語
り
が
散
見
さ
れ
る
が
［
井
本　

20（0
：（94,（96

］、

そ
れ
は
体
力
の
強
さ
と
と
も
に
、
気
の
強
さ
と
そ
れ
を
示
す
よ
う
な
ふ
る

ま
い
や
態
度
を
指
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
「
き
っ
つ
い
」
面
は
、
日
常
的

に
は
、
極
め
て
深
刻
な
嫁
姑
問
題
と
い
う
負
の
側
面
と
し
て
現
れ
る
と
と

も
に
、
家
や
女
性
仲
仕
集
団
、
地
域
の
生
活
を
維
持
す
る
役
割
を
果
た
し
、

米
騒
動
の
局
面
で
は
そ
う
し
た
役
割
の
延
長
上
で
騒
動
を
支
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

女
性
仲
仕
た
ち
は
、
新
大
町
の
米
商
高
松
の
店
へ
日
参
し
た
。
就
労
と

家
事
労
働
の
た
め
、
二
〇
時
以
降
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。

杉
村
ハ
ツ
（
一
八
八
四
年
生
ま
れ
）
は
、
参
加
の
負
担
も
大
き
か
っ
た
が
、

拒
も
う
も
の
な
ら
「
親
方
」
三
名
に
「
叩
く
や
ら
ぶ
つ
や
ら
」
さ
れ
た
と



米騒動と体験者の語り（大川）

35

語
っ
て
い
る
［
井
本　

20（0

：4（

］。
高
松
の
店
主
・
庄
太
郎
は
、
東
水

橋
町
近
郊
の
農
村
出
身
で
、
米
屋
の
奉
公
を
経
て
独
立
し
、
一
九
一
八
年

当
時
に
は
同
町
有
数
の
移
出
米
商
に
成
長
し
て
い
た
。「
親
方
」
三
名
は
、

高
松
の
店
の
戸
を
叩
い
て
「
お
ら
っ
ち
ゃ
米
一
升
く
れ
て
言
う
か
、
米
一

合
く
れ
っ
て
言
う
と
っ
か
。
た
ゞ
米
を
北
海
道
へ
や
ら
ん
と
い
て
く
れ
て

申
し
込
み
に
来
と
る
だ
け
ぢ
ゃ
」
な
ど
と
呼
び
か
け
た
［
井
本　

20（0

：

4（

］。
こ
う
し
た
要
求
内
容
は
、
移
出
停
止
に
よ
り
米
価
が
下
が
れ
ば
、

平
常
ど
お
り
自
助
で
対
応
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
米
の
恵
与
と

い
っ
た
慈
恵
と
は
異
な
る
。
そ
こ
に
は
、
通
俗
道
徳
的
な
実
践
で
家
計
を

支
え
て
い
た
彼
女
ら
の
矜
恃
が
う
か
が
え
る
。
だ
が
、
高
松
か
ら
の
応
答

は
な
く
、
呼
び
か
け
は
や
が
て
、
怒
り
の
罵
声
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。
結

局
、
二
〇
時
以
降
の
日
参
で
女
性
仲
仕
た
ち
が
、
店
主
の
庄
太
郎
や
そ
の

妻
ハ
ル
に
面
会
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

七
月
下
旬
後
半
以
降
の
夕
方
、
②
女
性
仲
仕
た
ち
は
、
仲
仕
の
親
方
で

あ
る
市
江
平
次
郎
に
米
移
出
の
停
止
を
求
め
た
が
、
不
調
に
終
わ
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
③
女
性
仲
仕
五
、
六
名
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
早
い

時
間
に
米
商
高
松
の
店
へ
向
か
い
、
店
主
の
妻
ハ
ル
と
の
直
談
判
が
実
現

し
た
。
そ
の
際
、
女
性
仲
仕
と
口
論
と
な
っ
た
ハ
ル
は
「
食
わ
れ
ん
に
ゃ

ゴ
ト
む
け
（
死
ね
）」
と
い
う
言
葉
を
発
し
た
と
さ
れ
る
［
井
本　

20（0

：87

］。

　

そ
の
後
、
④
女
性
仲
仕
た
ち
は
移
出
米
の
運
搬
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
を

契
機
と
し
て
、
滑
川
町
へ
米
を
運
ぶ
荷
車
を
阻
止
す
る
実
力
行
使
が
起
こ

っ
た
。
岩
田
重
太
郎
（
一
八
九
六
年
生
ま
れ
）
は
、
自
身
が
目
撃
し
た
実

力
行
使
に
つ
い
て
、
⑤
午
前
中
に
「
野
次
馬
根
性
で
居
っ
た
が
で
な
か
ろ

う
か
て
思
」
わ
れ
る
男
性
二
〇
名
ほ
ど
が
荷
車
を
止
め
た
が
、
ま
も
な
く

制
服
の
巡
査
が
来
た
の
で
解
散
し
た
と
語
っ
て
い
る
［
井
本　

20（0

：

4（

］。
他
方
、
金
山
秀
吉
（
一
九
〇
一
年
生
ま
れ
）
は
、
⑥
八
月
三
、
四

日
頃
に
男
性
仲
仕
が
東
西
水
橋
町
を
結
ぶ
橋
の
上
で
荷
車
を
阻
止
し
、
警

察
に
連
行
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
と
い
う
。
米
運
搬
の
荷
車
阻
止
は
、

後
述
す
る
⑮
を
含
め
、
少
な
く
と
も
三
件
以
上
起
こ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

汽
船
へ
の
移
出
米
積
み
出
し
を
阻
止
す
る
実
力
行
使
も
み
ら
れ
た
。
⑦

藤
田
回
漕
店
で
は
、
角
川
商
会
（
米
穀
肥
料
商
・
委
託
売
買
業
）
が
売
却

し
た
米
を
手
配
船
で
積
み
出
す
予
定
だ
っ
た
が
、
女
性
仲
仕
の
「
親
方
」

ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
「
五
、
六
〇
人
」
以
上
の
女
性
た
ち
に
よ
っ
て

阻
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
角
川
商
会
に
勤
め
て
い
た
高
井
文
助
（
一

八
九
五
年
生
ま
れ
）
は
、「
親
方
」
の
一
人
に
「『
お
ま
さ
（
お
前
）〔
移
出

を
控
え
る
よ
う
―
引
用
者
〕
あ
っ
だ
け
言
う
と
い
た
が
に
、
何
の
こ
っ
ち

ゃ
』
て
頭
か
ら
や
ら
れ
た
」
と
い
う
［
井
本　

20（0

：58

］。
こ
の
積
み

出
し
阻
止
の
時
期
は
、「
大
正
七
年　

輸
出
目
録
綴
」「
大
正
七
年　

輸
入

目
録
綴
」「
藤
田
栄
一
日
記
」
を
参
照
す
る
と
、
七
月
二
〇
日
・
八
月
三

日
・
八
月
八
日
に
限
定
さ
れ
る
。
八
月
三
日
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
藤
田
回

漕
店
の
手
配
船
は
一
一
時
三
〇
分
に
水
橋
を
出
港
し
て
お
り
、
遅
く
と
も
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こ
の
時
点
ま
で
に
女
性
仲
仕
以
外
に
も
参
加
者
が
拡
大
し
、
要
求
対
象
も

米
商
高
松
以
外
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

前
掲
拙
稿
で
の
整
理
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
八
月

四
日
以
降
に
お
け
る
東
水
橋
町
の
米
騒
動
を
分
析
す
る
う
え
で
確
認
し
て

お
く
べ
き
は
、
②
③
⑤
⑦
で
あ
る
。
②
③
の
日
時
に
つ
い
て
、
③
を
目
撃

し
た
瀧
川
弥
左
衛
門
（
一
九
〇
〇
年
生
ま
れ
）
は
、
七
月
下
旬
と
語
っ
て

い
る
が
［
北
日
本
新
聞
社
編　

（974

：56

］［
井
本　

20（0

：90

］、
後

掲
す
る
『
高
岡
新
報
』
一
九
一
八
年
八
月
五
日
付
の
雑
報
「
女
一
揆
が
更

に　

東
水
橋
に
も
起
こ
る
」（
水
橋
電
話
）、
同
八
月
六
日
付
の
雑
報
「
東

西
水
橋
の　

一
揆
形
勢
」
で
は
、
八
月
四
日
だ
っ
た
可
能
性
も
示
さ
れ
て

い
る
（
以
下
、
一
九
一
八
年
の
資
料
は
年
を
略
す
）。
こ
こ
で
は
、
②
③
が

あ
っ
た
日
時
は
、
最
も
遅
け
れ
ば
八
月
四
日
夕
方
で
あ
る
、
と
す
る
に
と

ど
め
た
い
。
⑤
は
、
②
③
の
翌
日
以
後
と
な
る
の
で
、
八
月
四
日
以
降
だ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
⑦
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
八
月
八
日
の
可
能
性
も

あ
る
）
6
（
が
、
そ
の
場
合
、
後
述
す
る
⑲
が
起
こ
っ
た
八
月
六
日
よ
り
も
後
ま

で
東
水
橋
町
の
米
騒
動
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

二　

八
月
四
日
の
米
騒
動

1
　
米
騒
動
の
展
開
過
程

　

八
月
四
日
の
東
水
橋
町
に
つ
い
て
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
史
料
が
、

『
高
岡
新
報
』
八
月
五
日
付
の
雑
報
「
女
一
揆
が
更
に　

東
水
橋
に
も
起

こ
る
」（
水
橋
電
話
）
で
あ
る
。

昨
朝
来
女
房
子
供
は
三
々
伍
々
何
事
か
密
か
に
語
り
合
ひ
て
不
穏
の
模
様

あ
り
し
が
、
俄
然
薄
暮
七
時
頃
に
至
る
や
各
々
家
を
出
で
ゝ
海
岸
に
集
合

す
る
者
六
七
百
名
の
多
数
に
及
び
、
夫
等
は
隊
を
組
み
て
町
中
に
練
込
む

や
、
町
長
の
私
宅
を
筆
頭
に
町
会
議
員
、
名
誉
職
員
、
有
志
を
順
々
に
訪

ふ
て
瀕
死
の
窮
状
を
訴
へ
て
応
急
救
助
を
乞
ふ
所
あ
り
。
次
で
米
穀
商
及

び
米
所
有
の
家
々
を
襲
ふ
て
、
米
価
暴
騰
は
他
へ
送
り
出
す
為
な
れ
ば
今

後
一
俵
と
雖
も
他
へ
売
渡
す
可
か
ら
ず
。
之
を
聴
入
れ
ず
ば
相
当
の
手
段

を
採
る
べ
し
と
の
意
を
以
て
脅
迫
し
た
り
。
之
が
為
め
前
日
通
り
水
橋
警

部
補
派
出
所
が
安
ヶ
川
主
幹
以
下
署
員
全
部
出
動
此
女
軍
の
解
散
に
努
め

た
る
も
、
多
勢
に
無
勢
に
て
警
官
制
止
に
耳
を
藉
さ
ず
、
全
町
湧
き
返
る

が
如
き
騒
擾
の
裡
に
夜
半
十
二
時
過
ぎ
漸
く
鎮
静
し
た
り
。
当
夜
就
中
喧

騒
を
極
め
た
る
は
新マ

マ
上
町
高
松
長マ

マ
太
郎
方
に
て
、
目
下
白
米
約
千
俵
を
所

有
せ
る
よ
り
、
数
百
名
の
女
軍
の
一
隊
は
同
家
を
襲
ひ
、
居
合
せ
た
る

長マ

マ
太
郎
妻
おマ

マ何
に
対
し
米
を
売
る
な
と
い
ふ
や
、
利
か
ぬ
気
の
おマ

マ何
は
私

の
所
は
商
売
だ
か
ら
売
る
も
売
ら
ぬ
も
勝
手
な
り
と
言
放
ち
し
も
の
か
ら
、

女
軍
は
大
に
怒
り
て
お
何
に
悪
罵
を
浴
せ
懸
け
、
おマ

マ何
も
敗
け
ず
に
口
論

し
て
「
お
前
さ
ん
達
の
や
う
な
者
は
食
へ
ね
ば
死
ん
で
了
へ
」
と
暴
言
を

吐
き
散
ら
せ
し
よ
り
、
女
軍
は
益
々
憤
激
し
おマ

マ何
を
殺
せ
と
殺
気
立
ち
て
、
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一
時
は
如
何
な
る
椿
事
の
出
来
せ
ん
か
測
り
難
き
形
勢
な
り
き
。

　

こ
の
記
事
で
は
、
八
月
四
日
は
⑧
朝
か
ら
「
女
房
子
供
は
三
々
伍
々
何

事
か
密
か
に
語
り
合
ひ
て
不
穏
の
模
様
」
が
あ
り
、
⑨
一
九
時
頃
に

「
各
々
家
を
出
で
ゝ
海
岸
に
集
合
す
る
者
六
七
百
名
の
多
数
に
及
び
、
夫

等
は
隊
を
組
み
て
町
中
に
練
込
」
ん
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
⑩
「
町
長
の

私
宅
を
筆
頭
に
町
会
議
員
、
名
誉
職
員
、
有
志
を
順
々
に
訪
ふ
て
瀕
死
の

窮
状
を
訴
へ
て
応
急
救
助
を
乞
ふ
」
た
。
こ
の
う
ち
、
最
も
騒
ぎ
が
大
き

か
っ
た
の
が
、
⑪
米
商
高
松
の
店
だ
っ
た
と
い
う
。

　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
八
月
六
日
付
の
雑
報
「
女
房
一
揆
拡
大
す　

更
に

六
七
百
名
の
新
集
団
起
り　

瓦
石
を
投
じ
戸
障
子
を
破
壊
す
」（
高
岡
電

話
）
で
は
、
⑨
「
午
後
四
時
頃
に
至
り
、
誰
云
ふ
と
な
く
同
町
民
六
七
百

名
の
女
房
及
び
娘
連
中
同
町
海
岸
に
集
合
し
」、
⑩
「
期
せ
ず
し
て
山マ

マ崎

同
町
長
の
自
宅
を
襲
」
っ
た
と
し
、
町
長
は
「
何
等
か
の
方
法
を
講
ず
べ

く
慰
撫
し
た
」
と
す
る
。
町
会
議
員
方
な
ど
を
訪
ね
た
後
、
二
〇
時
頃
か

ら
「
米
の
所
有
者
を
歴
訪
し
て
、
今
日
の
如
く
米
高
を
見
る
に
至
れ
る
は

汝
等
の
所
為
な
り
、
と
暴
言
を
吐
き
、
石
瓦
を
投
じ
、
戸
障
子
を
破
壊
す

る
な
ど
大
乱
暴
を
働
」
い
た
。
被
害
の
最
も
大
き
か
っ
た
の
が
、
⑪

「
新マ

マ
上
町
米
穀
商
高
松
長マ

マ
太
郎
方
」
で
、『
高
岡
新
報
』
の
前
掲
記
事
の
よ

う
な
経
緯
で
「
集
団
は
鯨
波
を
挙
げ
、
戸
障
子
器
物
を
破
壊
し
、
家
族
は

命
か
ら
〴
〵
逃
れ
た
る
有
様
」
だ
っ
た
と
す
る
。

　

富
山
県
警
察
部
は
、「
所
謂
『
米
騒
動
』
ニ
関
ス
ル
新
聞
中
特
ニ
注
意

ヲ
要
ス
ル
記
事
一
覧
表
」
に
お
い
て
、
前
掲
記
事
を
掲
載
し
た
『
高
岡
新

報
』
を
「
舞
文
曲
筆
、
流
言
蜚
語
ヲ
流
布
シ
、
遂
ニ
隣
接
滑
川
町
民
ヲ
刺

激
煽
動
ス
ル
ニ
力
ア
リ
シ
ヲ
認
ム
」、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
を
「
例
ニ
ヨ
リ

（
高
岡
電
話
）
ノ
虚
報
ニ
シ
テ
、
器
物
破
毀
及
暴
行
ノ
事
実
全
ク
ナ
カ
リ

シ
ヲ
真
相
ト
ス
」
と
批
判
し
て
い
る
［「
大
正
七
年　

米
価
暴
騰
ニ
伴
フ

細
民
救
済
関
係　

下
新
川
郡
役
所
」］。
こ
う
し
た
県
警
察
部
の
対
応
に
関

し
て
、
立
花
雄
一
は
、
一
八
八
九
、
一
八
九
〇
年
の
両
年
に
魚
津
町
で
起

こ
っ
た
米
騒
動
以
降
、「
男
子
の
米
騒
動
は
当
然
法
通
り
厳
罰
と
す
る
が
、

女
米
騒
動
の
場
合
は
、
法
＝
国
家
に
逆
ら
わ
な
い
米
騒
動
に
変
身
＝
整
形

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罰
し
な
い
で
す
む
よ
う
に
す
る
」「
定
式
」
が

慣
例
と
な
り
、「
罰
す
る
側
の
警
察
が
、
逆
に
女
米
騒
動
を
弁
護
す
る
逆

転
現
象
が
起
こ
っ
て
」
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
［
立
花　

20（4

：22,28,
40

］。
立
花
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
事
例
で
の
妥
当
性
や
慣

例
化
の
過
程
な
ど
十
分
な
検
証
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
警
察
関

係
資
料
を
用
い
る
際
に
は
、
騒
動
の
規
模
や
暴
力
性
な
ど
が
過
小
に
表
現

さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
ふ
ま
え
て
分
析
を
進
め
た
い
。

　
「
大
正
七
年
米
ニ
関
ス
ル
哀
願
運
動
状
況
一
覧
表　

自
七
月
二
十
三
日

至
八
月
十
九
日　

富
山
県
警
察
部
調
」（
以
下
、「
大
正
七
年
米
ニ
関
ス
ル
哀

願
運
動
状
況
一
覧
表
」
と
略
す
）
で
は）7
（

、
八
月
四
日
の
東
水
橋
町
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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同
日
夜
、
細
民
婦
女
等
漸
次
集
合
シ
、
其
ノ
数
約
百
名
ニ
達
シ
、
資
産

家
小
松
武
右
衛
門
方
及
町
長
方
ヲ
訪
問
シ
、
廉
売
方
ヲ
哀
願
シ
、
夫
レ
ヨ

リ
米
商
高
松
〔
中
略
〕
方
ヘ
至
リ
同
様
哀
願
ノ
結
果
、
庄
太
郎
妻
ト
婦
女

連
ト
ノ
間
ニ
口
論
ヲ
始
メ
騒
然
タ
リ
シ
モ
、
警
察
官
ノ
鎮
撫
ニ
依
リ
解
散

セ
リ
。［
荻
野
編　

（99（

：77

］

　

同
夜
、「
約
百
名
ニ
達
」
す
る
多
勢
の
「
細
民
婦
女
等
」
が
、
⑩
資
産

家
や
町
長
、
米
商
高
松
方
で
「
廉
売
方
ヲ
哀
願
シ
」、
⑪
高
松
方
で
は
店

主
・
庄
太
郎
の
妻
と
の
間
で
口
論
と
な
り
騒
然
と
な
っ
た
と
す
る
。
同
史

料
で
は
、
こ
の
状
況
を
「
形
勢
稍
々
不
穏
」
と
評
価
し
て
い
る
。
暴
力
行

使
の
記
述
は
な
い
も
の
の
、
多
勢
の
集
団
要
求
に
よ
っ
て
東
水
橋
町
が
騒

然
と
な
り
、
警
察
も
そ
れ
を
「
不
穏
」
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
史
料
で
確
認
さ
れ
る
⑧
～
⑪
の
動
向
の
う
ち
、
⑪
に
つ
い
て
は
、

前
述
し
た
①
③
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
出
来
事
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
①
女
性
仲
仕
二
五
、
六
名
が
米
移
出
停
止
を
求
め
て
米
商
高
松
へ
日

参
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
発
的
に
③
店
主
の
妻
ハ
ル
へ
の
直
談
判
が
実
現

し
、
⑪
の
騒
動
へ
と
展
開
し
た
こ
と
に
な
る
。
③
を
七
月
下
旬
に
目
撃
し

た
と
語
っ
た
瀧
川
弥
左
衛
門
は
、「
私
は
皆
た
く
さ
ん
押
し
寄
せ
て
き
た

が
も
見
と
る
が
、
そ
ん
中
で
言
わ
れ
た
が
は
、
言
い
返
し
な
ん
で
す
よ
、

お
母
さ
ん
〔
ハ
ル
―
引
用
者
〕
の
（
言
っ
た
こ
と
の
）」
と
述
べ
て
い
る

［
井
本　

20（0

：99

］。
こ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
八
月
四
日
夕
方
以
前
に

起
こ
っ
た
③
店
主
の
妻
ハ
ル
と
女
性
仲
仕
と
の
口
論
の
内
容
が
、
八
月
四

日
夜
の
局
面
で
も
、
騒
動
勢
か
ら
重
ね
て
糾
弾
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
、
⑩
町
長
方
や
資
産
家
方
な
ど
で
の
多
勢
に
よ
る
集
団
要
求
は
、

八
月
四
日
夜
よ
り
前
に
は
確
認
で
き
な
い
。
集
団
要
求
の
対
象
に
つ
い
て
、

『
高
岡
新
報
』
八
月
六
日
付
の
雑
報
「
東
西
水
橋
の　

一
揆
形
勢
」
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
揆
連
の
訪
れ
た
る
は
〔
中
略
〕
東
水
橋
に
て
は
、
石
黒
町
長
宅
、
飯
野

松
次
郎
、
小
松
武
右
衛
門
、
尾
島
治マ

マ平
の
各
高
持
ち
、
高
松
米
商
並
に
仲

仕
頭
市
江
平マ

マ吉
方
等
に
て
、
仲
仕
頭
を
訪
ひ
た
る
は
米
積
み
の
荷
役
を
受

け
呉
る
る
な
と
懇
願
し
た
る
訳
也
。

　

騒
動
勢
が
訪
れ
た
先
の
地
理
的
な
位
置
関
係
は
、
井
本
前
掲
『
水
橋
町

（
富
山
県
）
の
米
騒
動
』
を
参
照
す
る
と
［
井
本　

2020

：（7,88,（60

］、

海
岸
方
面
か
ら
、
西
浜
町
の
小
松
武
右
衛
門
（
水
橋
銀
行
取
締
役
）、
西
天

神
町
の
町
長
石
黒
七
次
（
売
薬
業
・
地
主
・
水
橋
銀
行
頭
取
）、
大
町
の
尾

島
傳
次
（
質
商
・
醬
油
醸
造
業
・
水
橋
銀
行
副
頭
取
）、
新
大
町
の
米
商
高

松
の
順
と
な
る
（
海
産
物
商
・
飯
野
松
次
郎
の
住
所
は
不
明
）［
帝
国
興
信

社
編　

（9（7

］［
北
日
本
実
業
奨
励
会
編　

（922

］。
町
長
の
石
黒
七
次
も
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同
町
有
数
の
富
者
だ
っ
た
。

　

集
団
要
求
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
前
掲
し
た
新
聞
記
事
や
警
察
の
史
料

に
あ
る
「
応
急
救
助
」「
廉
売
方
」
は
、
八
月
三
日
以
前
に
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
⑩
町
長
や
富
者
へ
の
多
勢
に
よ
る
集
団
要
求
が
、
八
月
四
日
夜

に
現
れ
た
新
た
な
行
動
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

八
月
四
日
は
、
⑧
「
朝
来
女
房
子
供
は
三
々
伍
々
何
事
か
密
か
に
語
り

合
ひ
て
不
穏
の
模
様
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
日
の
日
中
に
つ
い
て
、

北
日
本
新
聞
社
編
前
掲
『
証
言
米
騒
動
』
に
は
、
杉
村
政
義
が
語
っ
た
と

さ
れ
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
戦
後
に
水
橋
町
長
を
務
め
た
杉
村

（
生
年
不
明
）
は
、
西
浜
町
在
住
で
、
一
九
一
八
年
当
時
、
東
水
橋
町
警

部
補
派
出
所
の
給
仕
を
務
め
て
い
た
。

　

八
月
四
日
の
昼
ご
ろ
だ
っ
た
ろ
う
か
、
漁
民
の
主
婦
た
ち
数
十
人
が
、

私
の
勤
め
て
い
る
派
出
所
へ
も
や
っ
て
き
て
、
口
々
に
町
に
あ
る
米
を
外

へ
出
さ
な
い
よ
う
地
主
や
米
穀
商
へ
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
味

の
哀
訴
を
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
、
私
の
祖
母
ハ
ツ
（
当
時
六
十
二

歳
）
を
は
じ
め
、
近
所
の
顔
見
知
り
の
女
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
一
行
は

西
浜
町
を
中
心
と
す
る
女
仲
仕
や
漁
民
の
主
婦
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
大
声
で
叫
ん
で
い
る
も
の
も
い
た
が
、
別
に
不
穏
な
空
気
は
感
じ

ら
れ
ず
、
警
官
に
た
し
な
め
ら
れ
て
、
引
き
揚
げ
て
い
っ
た
。［
北
日
本

新
聞
社
編　

（974

：72

］

　

八
月
四
日
の
日
中
、
⑫
警
察
へ
仲
裁
を
求
め
る
集
団
要
求
が
み
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
警
察
へ
の
集
団
要
求
は
、
八
月
三
日
以
前
に
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
①
女
性
仲
仕
の
集
団
要
求
に
比
べ
る
と
、
米
移
出
の
停
止
を

求
め
る
対
象
が
、
米
商
高
松
の
よ
う
な
「
米
穀
商
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
地
主
」
に
拡
が
っ
て
い
る
。
集
団
要
求
の
参
加
者
も
、
女
性
仲
仕
だ
け

で
は
な
く
、
西
浜
町
周
辺
の
「
漁
民
の
主
婦
た
ち
」
が
加
わ
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
警
察
へ
の
仲
裁
要
求
が
不
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
、
同
日
夜
の

⑩
町
長
や
富
者
へ
の
多
勢
に
よ
る
集
団
要
求
に
展
開
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

た
だ
し
、
⑩
で
み
ら
れ
た
と
い
う
「
応
急
救
助
」「
廉
売
方
」
と
い
っ
た

要
求
内
容
は
、
こ
の
⑫
の
集
団
要
求
で
も
確
認
で
き
な
い
。

　

八
月
四
日
の
日
中
に
つ
い
て
の
関
係
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
同
夜
の
⑩
町
長
や
富
者
へ
の
集
団
要
求
で
、「
応
急
救
助
」
や
「
廉

売
方
」
と
い
っ
た
要
求
が
現
れ
た
背
景
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
他

方
、
明
治
期
の
東
水
橋
町
で
は
、
少
な
く
と
も
一
八
九
〇
、
一
八
九
七
、

一
九
一
二
年
に
米
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、「
富
山
県
下
ニ
於
ケ
ル
米

ニ
関
ス
ル
紛
擾
沿
革
一
覧
表　

富
山
県
警
察
部
調
」
に
よ
れ
ば
、
一
〇
〇

名
ほ
ど
で
「
救
助
方
」
を
町
役
場
や
富
者
ら
へ
「
嘆
願
」「
哀
願
」
す
る

も
の
で
、
い
ず
れ
も
町
当
局
の
「
救
助
」
で
終
息
し
た
と
い
う
［「
大
正

七
年　

米
価
暴
騰
ニ
伴
フ
細
民
救
済
関
係　

下
新
川
郡
役
所
」］。
こ
の
う

ち
、
一
九
一
二
年
の
騒
動
に
つ
い
て
、『
北
陸
政
報
』
同
年
六
月
一
六
日



常民文化研究　第１巻（2022）

40

付
の
雑
報
「
貧
民
大
挙
救
助
を
町
長
に
求
む
」
で
は
、
六
月
一
四
日
二
一

時
過
ぎ
「
貧
民
二
百
余
名
〔
中
略
〕
突
如
大
挙
し
て
町
長
佐
々
木
平
兵
衛

氏
方
に
至
り
、
口
々
に
生
活
の
窮
迫
を
訴
へ
て
救
助
方
を
嘆
願
せ
□
が
、

何
分
二
百
余
名
の
多
数
□
て
老
幼
男
女
入
れ
交
り
て
同
氏
邸
宅
前
の
街
路

を
埋
め
喧
騒
」
し
、
町
長
の
「
一
時
間
余
に
渉
り
て
懇
切
丁
寧
に
訓
諭
」

で
解
散
し
た
も
の
の
、「
町
内
の
各
富
豪
を
襲
ふ
て
示
威
運
動
を
為
さ
ん

模
様
」
も
あ
っ
た
と
す
る
。
一
九
一
二
年
の
米
騒
動
に
は
、
警
察
の
い
う

「
哀
願
」
に
は
収
ま
ら
な
い
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
⑩
八
月

四
日
夜
に
「
応
急
救
助
」
の
要
求
が
現
れ
た
直
接
的
な
契
機
は
明
ら
か
で

は
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
要
求
内
容
や
行
動
様
式
に
は
、
明
治
期
か
ら

の
地
域
の
歴
史
的
な
文
脈
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
）
8
（
る
。

　

な
お
、
前
日
八
月
三
日
夜
に
は
、
東
水
橋
町
に
隣
接
す
る
西
水
橋
町
で

米
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
前
掲
「
大
正
七
年
米
ニ
関
ス
ル
哀
願
運
動
状
況
一

覧
表
」
に
よ
れ
ば
、「
細
民
婦
女
等
約
百
五
十
名
集
合
シ
、
有
志
石
金
長

四
郎
、
藤
木
治
郞
平
方
宅
前
ニ
至
リ
（
（
）
米
ノ
輸
出
ヲ
為
サ
ヽ
ル
コ
ト
、

（
2
）
米
ヲ
廉
売
セ
ラ
レ
タ
キ
コ
ト
ヲ
哀
願
」
し
た
と
い
う
［
荻
野
編　

（99（

：77

］。
町
長
の
石
金
（
米
穀
肥
料
商
・
水
橋
銀
行
取
締
役
）
と
藤
木

（
漁
業
・
水
橋
銀
行
取
締
役
）
は
、
同
町
有
数
の
資
産
家
だ
っ
た
［
帝
国
興

信
社
編　

（9（7

］［
北
日
本
実
業
奨
励
会
編　

（922

］。
西
水
橋
町
の
騒
動

で
は
、
当
初
か
ら
「
廉
売
」
要
求
が
現
れ
て
い
た
。
米
移
出
停
止
要
求
以

外
み
ら
れ
な
か
っ
た
東
水
橋
町
で
、
⑩
八
月
四
日
夜
に
な
っ
て
「
廉
売

方
」
要
求
が
現
れ
た
背
景
に
は
、
あ
る
い
は
前
日
夜
の
西
水
橋
町
の
騒
動

が
影
響
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

2
　
米
騒
動
の
意
識
過
程

　

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
⑩
八
月
四
日
夜
の
町
長
や
富
者
へ
の
多
勢

に
よ
る
集
団
要
求
が
起
こ
っ
た
直
接
的
な
契
機
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
だ
が
、
⑨
新
聞
記
事
で
い
う
「
各
々
家
を
出
で
ゝ
海
岸
に
集
合
」、

警
察
の
史
料
で
い
う
「
細
民
婦
女
等
漸
次
集
合
」
の
局
面
に
つ
い
て
は
、

参
加
者
の
語
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
高
柳
ア
イ
（
一
八
九
八
年
生
ま
れ
）

は
当
時
、
西
浜
町
在
住
で
、
夫
が
遠
洋
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
。
騒
動
に

参
加
し
た
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

何
せ
ね
ェ
米
の
値
上
っ
て
、
若
か
っ
た
も
ん
だ
か
ら
隣
の
お
っ
か
ち
ゃ
ん

ら
ち
ゃ
引
っ
ぱ
り
出
し
に
来
ら
れ
た
、
皆
ン
な
近
所
の
ッ
さ
ん
（
近
所
の

人
）
呼
び
に
来
ら
れ
た
。
ア
イ
ち
ゃ
ん
居
る
が
か
い
、
ハ
イ
ハ
イ
て
。

〔
中
略
〕
行
く
が
に
つ
ん
だ
っ
て
行
か
ん
と
（
つ
い
て
行
か
な
い
と
）、
お

ら
憎
ま
れ
ん
に
ゃ
な
ら
ん
ま
た
。
そ
い
が
で
お
ら
っ
ち
ゃ
ど
も
で
も
年
ゃ

い
か
ん
が
に
、
さ
。「
あ
ん
た
ナ
ン
喋
ら
ん
で
も
い
ゝ
が
、
つ
ん
だ
っ
て

だ
け
行
か
れ
」、
言
わ
れ
て
連
れ
ら
れ
て
っ
た
が
覚
え
と
ん
が
ー
。［
井
本　

20（0

：（28

］
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二
〇
代
だ
っ
た
高
柳
は
、
近
所
に
住
む
年
長
の
女
性
た
ち
に
呼
ば
れ
て

参
加
し
て
い
た
。
も
し
拒
否
す
れ
ば
「
憎
ま
れ
ん
に
ゃ
な
ら
ん
」
と
い
う
。

西
浜
町
に
は
、
地
縁
に
よ
る
参
加
強
制
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

西
浜
町
以
外
に
つ
い
て
も
、
参
加
強
制
に
関
わ
る
語
り
が
み
ら
れ
る
。

桜
井
安
太
郎
（
一
八
九
八
年
生
ま
れ
）
は
中
出
町
在
住
で
、
家
業
の
海
産

物
・
魚
肥
の
卸
売
業
に
従
事
し
て
い
た
［
井
本　

（998

：202

］。

「
な
か
せ
」
の
女
ど
も
出
て
き
て
。
親
方
も
っ
と
っ
て
ね
ぇ
、「（
み
）
ん

な
出
て
こ
い
や
」
言
う
が
で
ー
。
浜
の
方
か
ら
、
お
っ
か
ち
ゃ
ん
ら
ち
ゃ
、

で
か
い
と
出
て
こ
ら
れ
た
。
お
ら
も
二
〇
歳
前
後
の
時
で
、
付
い
て
歩
い

た
ち
ゃ
、
つ
き
あ
い
で
。
高
松
（
移
出
米
商
）
へ
ワ
ー
っ
て
行
っ
て
ね
、

「
米
、
船
に
積
ん
で
っ
け
ね
高
な
る
が
」
言
う
て
ね
っ
。「
そ
い
も
ん
（
移

出
）
に
や
ら
れ
ん
」
て
騒
い
だ
。
覚
え
あ
る
ち
ゃ
［
井
本　

20（0

：（09

］。

　

中
出
町
に
は
、
女
性
仲
仕
の
「
親
方
」
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
。
桜
井
に
と
っ
て
の
米
騒
動
と
は
、
そ
う
し
た
働
き
か
け

に
応
じ
て
、
騒
動
勢
に
「
つ
き
あ
い
で
」「
付
い
て
歩
」
き
、
米
移
出
の

停
止
を
求
め
て
「
高
松
」
で
騒
い
だ
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
西
浜
町
周
辺
の
地
縁
に
つ
い
て
、
新
大
町
の
瀧
川
弥
左
衛
門

は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

西
浜
・
東
浜
の
一
帯
の
人
た
ち
が
す
ぐ
心
一
つ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
次

は
西
出
町
、
中
出
町
、
東
出
町
と
い
う
と
こ
ろ
の
人
た
ち
が
出
た
わ
け
で

す
。
東
出
町
に
、
島
村
芳
雄
い
う
人
が
今
で
も
お
り
ま
す
。〔
中
略
〕
島

村
君
が
そ
の
と
き
の
様
子
を
聞
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
隣
の
飯
野
の
お
爺

ち
ゃ
ん
が
「
一
軒
に
一
人
ず
つ
出
ん
に
ゃ
な
ら
ん
か
ら
、
お
前
出
れ
」
っ

て
言
わ
れ
た
。「
お
ら
子
供
だ
か
ら
」
っ
て
言
う
た
ら
、「
子
供
で
も
い
い
、

一
人
出
に
ゃ
な
ら
ん
が
だ
」
て
言
わ
れ
て
出
た
、
言
っ
と
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
今
は
弁
護
士
し
て
お
り
ま
す
が
、
裁
判
所
の
管
理
を
し
と
っ
た

西
川
力
一
と
い
う
人
が
お
り
ま
し
た
。
そ
の
人
も
そ
ん
と
き
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
照
蓮
寺
の
横
の
小
路
に
出
た
（
集
ま
っ
た
）、
言
っ

と
り
ま
し
た
。［
井
本　

20（0
：9（

］

　
「
一
軒
に
一
人
ず
つ
」
と
い
っ
た
参
加
強
制
が
、
沿
岸
部
の
西
浜
町
・

東
浜
町
か
ら
、
南
側
の
西
出
町
・
東
出
町
・
中
出
町
へ
と
拡
が
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
『
高
岡
新
報
』
八
月
六
日
付
の
雑
報
「
漁
民
家
族
の
不
穏
に
つ
き　

当

局
者
の
談
」
に
よ
れ
ば
、
東
水
橋
町
警
部
補
派
出
所
の
安
ヶ
川
主
幹
は
、

騒
動
勢
に
は
「
町
内
の
義
理
や
ら
野
次
的
に
附
い
て
廻
は
る
も
の
も
あ
る

模
様
な
り
」
と
見
な
し
て
い
た
と
い
う
。
警
察
の
側
で
も
、
参
加
強
制
な

ど
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
⑤
荷
車
阻

止
が
「
野
次
馬
根
性
」
で
集
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
男
性
た
ち
の
行
動
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だ
っ
た
よ
う
に
、「
野
次
的
に
附
い
て
廻
は
る
も
の
」
が
加
わ
っ
て
い
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
だ
が
、
た
と
え
「
町
内
の
義
理
」
や
野
次
馬
気
分

が
参
加
の
契
機
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
意
識
の
ま
ま
で
騒
動
に
参

加
し
続
け
た
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
安
丸
良
夫
は
、
一
八
八
四
年
の

秩
父
事
件
に
お
い
て
、
強
制
さ
れ
て
騒
動
勢
に
加
わ
っ
た
複
数
の
参
加
者

が
、
騒
動
の
過
程
で
思
い
が
け
ぬ
意
識
の
高
揚
を
体
験
し
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
［
安
丸　

20（（

：（50-（5（

］。
東
水
橋
町
の
米
騒
動
に
お

い
て
も
、
次
の
よ
う
な
意
識
の
展
開
過
程
が
認
め
ら
れ
る
。

　

⑩
町
長
や
富
者
へ
の
多
勢
に
よ
る
集
団
要
求
の
局
面
に
つ
い
て
、
西
浜

町
の
地
縁
で
参
加
さ
せ
ら
れ
た
高
柳
ア
イ
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

米
騒
動
の
時
は
か
わ
七
屋
へ
皆
ン
な
暴
れ
込
ん
で
行
っ
た
ぜ
。
か
わ
七
屋

ち
ゃ
水
橋
で
一
、
二
て
言
わ
れ
と
る
有
名
な
家
、
食
べ
ら
れ
な
ん
だ
と
そ

こ
へ
、
皆
ン
な
そ
こ
へ
暴
れ
に
行
く
が
。
暴
れ
に
ー
？
ち
ゃ
お
か
し
け
れ

ど
、
応
援
し
て
そ
こ
へ
行
く
が
。
米
ち
ゃ
く
た
は
れ
ん
、
な
ん
せ
米
騒
動

の
時
ゃ
か
わ
七
屋
や
小
松
さ
ん
と
か
、
お
ゝ
島
屋
押
し
か
け
ん
が
。
お
ゝ

島
屋
ち
ゃ
一
、
二
だ
、
こ
り
ゃ
宮
家
み
た
い
な
有
名
な
も
ん
。〔
中
略
〕

で
か
い
と
ア
ン
タ
、
山
に
な
っ
て
皆
ン
な
つ
ん
だ
っ
た
ら
く
が
（
連
れ
に

な
っ
て
行
く
。）
今
こ
ゝ
な
ち
（
こ
ゝ
の
家
）
暴
れ
に
行
く
、
ほ
し
て
暴

れ
込
ん
だ
ら
こ
の
次
の
立
派
な
家
に
暴
れ
に
行
く
が
。
で
っ
か
い
家
に
皆

な
暴
れ
に
行
く
が
や
ね
け
ー
ほ
し
た
と
皆
ン
ナ
お
と
ろ
し
な
っ
て
（
怖
く

な
っ
て
）
戸
し
め
と
ら
っ
し
ゃ
れ
ど
、
引
き
破
っ
て
行
く
が
。［
井
本　

20（0

：（28

］

　
「
か
わ
七
屋
」
は
石
黒
七
次
、「
小
松
」
は
小
松
武
右
衛
門
、「
お
ゝ
島

屋
」
は
尾
島
傳
次
を
指
す
。
高
柳
の
日
常
に
お
い
て
、
尾
島
ら
富
者
は

「
宮
家
み
た
い
な
有
名
な
も
ん
」
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
「
皆
な
暴
れ
に
行
く
」

こ
と
は
、
富
者
と
の
日
常
的
な
関
係
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
東
水
橋
町
の
日
常
的
な
社
会
関
係
が
、
多
衆
の
威
力
に
よ
っ
て
顚

倒
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
高
柳
の
語
り
に
は
、
そ
う
し

た
状
況
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
、
彼
女
の
意
識
を
激
し
く
高
揚
さ
せ
た

こ
と
も
う
か
が
え
る
。
な
お
、
①
の
女
性
仲
仕
二
五
、
六
名
に
よ
る
集
団

要
求
で
も
、
年
配
の
「
親
方
」
ら
は
、
米
商
高
松
を
罵
倒
し
て
い
た
。
だ

が
、
当
時
三
〇
代
だ
っ
た
杉
村
ハ
ツ
は
、
年
少
ゆ
え
に
地
域
の
評
判
を
意

識
せ
ざ
る
を
得
ず
、
罵
声
を
控
え
て
い
た
と
い
う
。
⑩
の
よ
う
に
多
勢
の

一
人
と
な
れ
ば
、
二
〇
歳
前
後
の
高
柳
で
あ
っ
て
も
、
杉
村
の
よ
う
な
遠

慮
は
不
要
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
九
一
歳
の
高
柳
の
語
り
は
、
七
一

年
前
の
体
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
常
意
識
の
顚
倒
が
も
た
ら
し
た
高
揚

感
を
活
き
活
き
と
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
⑩
町
長
や
富
者
へ
の
多

勢
に
よ
る
集
団
要
求
が
、
前
掲
「
大
正
七
年
米
ニ
関
ス
ル
哀
願
運
動
状
況

一
覧
表
」
で
い
う
よ
う
な
「
哀
願
」
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

も
裏
付
け
て
い
る
。
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3
　
不
安
と
恐
怖

　

⑩
多
勢
に
よ
る
集
団
要
求
に
つ
い
て
、
町
長
や
資
産
家
と
い
っ
た
要
求

を
受
け
た
当
事
者
の
史
料
は
、
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

①
③
⑪
米
商
高
松
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
に
あ
た
る
土
肥
キ
ク
イ
や
小
泉

米
次
郎
の
語
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
土
肥
（
一
九
〇
一
年
生
ま
れ
）
は
当

時
、
西
水
橋
町
の
小
学
校
の
新
任
教
員
だ
っ
た
。
生
家
の
市
川
家
は
新
大

町
に
あ
り
、
高
松
の
店
主
庄
太
郎
と
懇
意
に
し
て
い
た
と
い
う
。
土
肥
は
、

自
宅
か
ら
実
見
し
た
騒
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

押
し
か
け
て
来
と
る
者
に
は
男
も
女
も
居
り
ま
し
た
ね
。
殺
気
立
っ
と

る
か
ら
外
へ
出
る
な
言
わ
れ
、
私
ら
は
し
と
み
降
ろ
い
た
中
か
ら
窺
っ
と

り
ま
し
た
。
高
松
の
店
の
前
の
騒
ぎ
直
接
聞
い
た
が
で
な
い
け
れ
ど
、
狭

い
長
い
道
の
両
側
に
家
が
百
軒
ぐ
ら
い
続
い
と
る
所
な
の
で
、
人
が
市
川

の
う
ち
の
前
ま
で
拡
が
っ
て
、
う
ち
の
前
歩
く
も
ん
ど
も
の
声
聞
こ
え
ま

し
た
。
ガ
ラ
ス
が
破
れ
て
暴
力
沙
汰
や
っ
た
言
い
ま
す
。
四
、
五
日
続
き

ま
し
た
が
、
盆
前
に
終
わ
っ
て
良
か
っ
た
と
父
が
言
っ
と
っ
た
の
覚
え
と

り
ま
す
。［
井
本　

20（0

：（（（

］

　

前
述
し
た
桜
井
安
太
郎
の
よ
う
に
、
騒
動
勢
に
は
男
性
も
少
な
く
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
参
加
者
の
高
柳
ア
イ
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
激
し
い

高
揚
は
、
そ
れ
を
実
見
し
た
側
に
「
殺
気
立
っ
と
る
」
と
認
識
さ
れ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
市
川
家
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
深
刻
に
捉
え
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
背
景
に
は
、
米
商
高
松
と
の
関
係
も
関
わ
っ
て
い
た
。
土
肥
は
、

店
主
の
庄
太
郎
が
「
一
寸
入
れ
て
く
れ
と
背
戸
伝
い
に
入
っ
て
来
ら
れ

た
」「
親
し
く
し
と
っ
た
の
で
二
、
三
日
居
ら
れ
た
も
ん
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
る
［
井
本　

20（0

：（（（

］。
庄
太
郎
は
、
裏
口
か
ら
市
川
家

へ
避
難
し
、
数
日
間
滞
在
し
て
い
た
。
彼
に
は
、
身
を
隠
さ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
な
不
安
や
恐
怖
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
え
る
。

　

小
泉
米
次
郎
（
一
九
〇
〇
年
生
ま
れ
か
）
は
当
時
、
港
湾
荷
役
の
労
務

供
給
請
負
業
か
ら
移
出
米
商
へ
転
身
し
た
父
の
も
と
で
、
家
業
に
従
事
し

て
い
た
。
小
泉
の
父
は
、
同
業
の
高
松
と
友
人
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
。

う
ち
も
米
屋
や
っ
と
っ
た
か
ら
、
高
松
が
や
ら
れ
た
て
聞
い
て
お
と
ろ
し

な
っ
て
、
雨
戸
し
め
と
っ
た
。
お
ら
ど
も
米
屋
し
て
、
百
五
〇
俵
で
も
二

百
俵
で
も
や
っ
ぱ
り
輸
出
し
と
る
。
仲
間
に
入
っ
と
る
が
だ
か
ら
お
と
ろ

し
て
、
な
ん
出
れ
な
ん
だ
。
お
ら
と
こ
、（
群
衆
は
）
な
ん
来
な
ん
だ
れ

ど
ー
。
小
さ
い
か
っ
た
も
ん
。
高
松
は
一
番
で
っ
か
か
っ
た
が
や
ち
ゃ



［
井
本　

20（0

：220

］

　

小
泉
方
で
は
「
高
松
が
や
ら
れ
た
」
と
聞
き
、
雨
戸
を
閉
め
き
っ
て
騒

動
勢
に
備
え
て
い
た
。
騒
動
が
、
高
松
と
同
業
の
移
出
米
業
者
に
も
、
不
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安
や
恐
怖
を
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

土
肥
キ
ク
イ
と
小
泉
米
次
郎
の
語
り
に
う
か
が
え
る
不
安
や
恐
怖
は
、

警
察
の
い
う
「
形
勢
稍
々
不
穏
」
に
は
収
ま
ら
な
い
規
模
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
富
山
湾
東
部
沿
岸
の
米
騒
動
に
つ
い
て
、
浦
田
正
吉
は
「
地
域
に

根
付
い
て
い
た
慣
習
的
な
哀
願
運
動
」
で
あ
り
［
浦
田　

20（8b

：（86

］、

「
哀
願
の
シ
グ
ナ
ル
を
送
れ
ば
、
阿
吽
の
呼
吸
で
そ
れ
に
応
答
す
る
対
策

が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」
と
す
る
［
浦
田　

20（8a

：69

］。

だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
米
騒
動
が
く
り
返
し
起
こ
っ
て
い
た
東
水
橋
町

で
あ
っ
て
も
、
多
勢
に
よ
る
集
団
要
求
を
受
け
た
側
に
と
っ
て
、
騒
動
の

行
方
は
予
定
調
和
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
不
安
や
恐
怖

を
騒
動
勢
が
も
た
ら
し
た
こ
と
、
そ
の
多
衆
の
威
力
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

三　

八
月
五
日
の
米
騒
動

1
　
汽
船
で
の
米
移
出
へ
の
警
戒

　

八
月
五
日
の
米
騒
動
に
つ
い
て
、『
高
岡
新
報
』
の
前
掲
「
女
一
揆
が

更
に　

東
水
橋
に
も
起
こ
る
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

直
江
津
小
樽
間
定
期
航
海
汽
船
幸
明
丸
が
、
東
水
橋
町
筵
商
西
川
利
吉
氏

の
藁
筵
積
込
の
為
め
、
今
朝
水
橋
に
寄
港
し
、
午
前
八
時
頃
よ
り
積
荷
に

着
手
せ
ん
と
す
る
や
、
之
を
聞
込
み
た
る
女
共
は
、
米
の
積
込
と
早
合
点

し
て
忽
ち
二
百
余
名
の
一
団
は
海
浜
に
集
ま
り
、
夫
よ
り
幸
明
丸
及
び
西

川
方
を
襲
は
ん
と
し
た
る
が
、
間
も
な
く
米
に
は
非
ず
藁
筵
と
判
明
し
た

る
為
、
漸
く
解
散
し
た
り
。

　

⑬
八
月
五
日
朝
に
水
橋
沖
に
寄
港
し
た
幸
明
丸
へ
藁
筵
の
積
み
出
し
を

始
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
米
移
出
と
誤
認
し
た
「
二
百
余
名
」
の
女
性

た
ち
が
、
同
船
や
荷
主
の
西
川
方
を
「
襲
は
ん
と
し
た
」
と
い
う
。
こ
の

海
漕
を
請
け
負
っ
て
い
た
の
は
、
滑
川
町
の
藤
田
回
漕
店
だ
っ
た
。「
藤

田
栄
一
日
記
」「
大
正
七
年　

輸
出
目
録
綴
」
に
よ
れ
ば
、
幸
明
丸
は
、

同
日
朝
に
水
橋
で
複
数
の
藁
工
品
を
積
荷
し
て
、
午
前
一
〇
時
二
〇
分
に

滑
川
へ
廻
航
し
た
。
だ
が
、
⑬
の
よ
う
な
女
性
集
団
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

ま
っ
た
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
同
記
事
で
は
、「
町
民
の
蜚
語
に
依
れ
ば
、
今
五
日
夜
七
時
、

太
鼓
を
合
図
に
漁
夫
家
族
一
同
は
同
町
海
岸
の
諏
訪
神
社
境
内
に
集
合
、

再
び
町
の
有
力
者
と
米
屋
を
再
襲
し
徹
宵
す
べ
し
と
」
と
伝
え
て
い
る
。

こ
の
記
事
は
、
夕
刊
紙
で
あ
る
『
高
岡
新
報
』
の
八
月
五
日
付
掲
載
の
た

め
、
⑭
こ
う
し
た
「
町
民
の
蜚
語
」
が
み
ら
れ
た
の
は
、
同
日
午
前
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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2
　
荷
車
で
の
米
運
搬
の
阻
止
と
暴
力
行
使

　

前
掲
「
大
正
七
年
米
ニ
関
ス
ル
哀
願
運
動
状
況
一
覧
表
」
に
は
、
以
下

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

同
日
〔
八
月
五
日
―
引
用
者
〕
午
前
十
一
時
頃
ヨ
リ
、
労
働
婦
女
連
約

二
百
名
海
岸
ニ
集
合
シ
、
汽
船
ニ
米
ヲ
積
込
マ
□
ル
様
警
戒
シ
、
尚
午
後

四
時
四
十
分
頃
、
新
庄
町
ヨ
リ
滑
川
町
ニ
運
搬
ス
ル
米
積
載
ノ
荷
車
ヲ
阻

止
セ
ム
ト
セ
シ
所
ヲ
島
地
刑
事
巡
査
□
認
メ
之
ヲ
制
止
セ
ム
ト
ス
ル
ニ
対

シ
、
附
近
ニ
在
リ
シ
男
［　

］
婦
女
ニ
加
勢
シ
テ
島
地
刑
事
ニ
軽
傷
ヲ
負

ハ
シ
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
執
行
妨
害
並
傷
害
罪
ト
シ
テ
取
調
ヲ
為
シ
タ
リ
。

［
荻
野
編　

（99（

：78

］

　

前
述
し
た
⑬
汽
船
へ
の
移
出
米
積
み
出
し
の
警
戒
の
ほ
か
、
⑮
一
六
時

四
〇
分
頃
に
女
性
た
ち
が
荷
車
で
の
米
の
運
搬
を
阻
止
し
、
⑯
そ
れ
を
め

ぐ
っ
て
刑
事
一
名
と
男
性
た
ち
が
衝
突
し
た
と
い
う
。

　

⑮
⑯
夕
方
に
起
こ
っ
た
米
運
搬
の
荷
車
阻
止
を
め
ぐ
る
衝
突
の
局
面
に

つ
い
て
、
富
山
県
警
察
部
長
が
八
月
一
二
日
に
各
庁
府
県
警
察
部
長
宛
に

発
し
た
「
所
謂
『
女
一
揆
』
ノ
真マ

マ想
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

私
服
巡
査
（
滑
川
署
ノ
島
地
刑
事
）
ハ
右
ノ
婦
女
ニ
対
シ
不
心
得
ヲ
説
諭

ス
ル
間
ニ
蝟
集
シ
来
レ
ル
男
達
（
約
十
名
）
ハ
、
刑
事
ニ
向
ヒ
「
お
前
ハ

何
奴
ジ
ヤ
、
ナ
ニ
刑
事
モ
何
モ
ア
ル
モ
ノ
カ
」
ト
テ
、
同
刑
事
ガ
其
ノ
公

職
ニ
在
ル
者
ナ
ル
コ
ト
、
及
之
ガ
職
務
執
行
ヲ
妨
害
ス
レ
バ
犯
罪
者
ト
ナ

ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
コ
ト
、
自
分
ハ
決
シ
テ
手
出
セ
ザ
ル
ヘ
キ
ニ
付
何
レ
モ

暴
行
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
等
ヲ
力
説
ス
ト
雖
、
殆
ン
ト
狂
乱
セ
ル
彼
等
ハ

勢
ニ
乗
シ
同
刑
事
ニ
殺
到
シ
、
其
ノ
衣
服
ヲ
破
レ
ル
者
、
甚
シ
キ
ハ
其
ノ

面
部
ヲ
拳
ニ
テ
殴
打
シ
タ
ル
者
等
ノ
現
行
犯
人
ヲ
出
シ
タ
ル
ニ
付
、
即
日

三
名
、
及
翌
日
共
犯
者
二
名
、
参
考
人
四
名
ヲ
滑
川
警
察
署
ニ
引
致
シ
、

公
務
執
行
妨
害
罪
及
傷
害
罪
ノ
目
安
ニ
テ
取
調
ヲ
了
シ
〔
後
略
〕［
立
花　

20（4
：（（0

］

　

荷
車
を
阻
止
し
て
い
た
「
婦
女
」
を
刑
事
一
名
が
説
諭
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
一
〇
名
ほ
ど
の
男
性
が
集
ま
っ
て
き
た
。
刑
事
の
「
力
説
」
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
殆
ン
ト
狂
乱
セ
ル
」
男
性
た
ち
は
「
勢
ニ
乗
シ
、
同
刑
事

ニ
殺
到
シ
」、「
衣
服
ヲ
破
」
っ
た
り
、「
面
部
ヲ
拳
ニ
テ
殴
打
」
し
た
り

し
た
と
い
う
。
本
史
料
で
は
、
刑
事
の
適
切
な
対
応
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

男
性
た
ち
が
暴
力
を
行
使
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

⑮
⑯
に
つ
い
て
は
、「
東
西
水
橋
の　

一
揆
形
勢
」『
高
岡
新
報
』
八
月

六
日
雑
報
、「
米
騒
ぎ
に
就
き　

県
当
局
弁
ず
ら
く
」『
北
陸
タ
イ
ム
ス
』

八
月
七
日
雑
報
な
ど
、
当
時
の
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
量
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は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
）
9
（
る
。
他
方
、
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
に
は
、
⑮

⑯
の
詳
細
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
高
井
文
助
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

　
（
移
出
米
商
の
）
高
松
か
ら
荷
車
に
積
ん
で
行
く
が
、
新
橋
の
上
か
ら

中
出
町
の
三
つ
角
で
滑
川
の
方
へ
曲
が
っ
て
行
く
が
捉
ま
え
て
、
す
っ
た

も
ん
だ
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
角
ま
が
っ
た
と
こ
ろ
に
五
台
お
っ
た
か
七

台
お
っ
た
か
。
め
ろ
（
女
）
ど
も
で
喧
嘩
も
な
ん
も
せ
ん
が
だ
け
れ
ど
、

男
ど
も
あ
見
物
し
と
っ
た
が
。
な
ん
も
無
い
ち
ゃ
、
女
ど
も
車
に
つ
な
が

っ
と
る
だ
け
だ
。
そ
れ
を
男
ど
も
あ
、
五
人
お
っ
た
か
七
人
お
っ
た
か
見

と
っ
た
だ
け
で
ぇ
。
ほ
し
た
ら
巡
査
ど
も
あ
張
本
人
の
め
ろ
（
女
）
ど
も

捕
ま
え
ん
と
、
男
ど
も
何
も
し
と
ら
ん
が
捕
ま
え
た
が
ー
。
そ
し
た
ら

「
お
前
な
に
言
う
た
ら
く
、
お
ら
何
か
し
と
り
ゃ
せ
ず
」
て
、
男
ど
も
腹

た
て
て
喧
嘩
し
た
。
ほ
し
た
ら
「
本
官
を
侮
辱
し
た
と
や
ら
、
職
務
妨
害

し
た
と
や
ら
」
で
引
っ
ぱ
っ
て
っ
た
が
じ
ゃ
。［
井
本　

20（0

：59-60

］

　

高
井
自
身
で
体
験
し
た
わ
け
で
は
な
く
伝
聞
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、

衝
突
の
契
機
を
警
察
が
「
見
物
し
と
っ
た
」
男
性
た
ち
を
「
何
も
し
と
ら

ん
が
捕
ま
え
た
」
と
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

斉
藤
前
掲
『
米
騒
動
』
に
は
、
一
九
一
八
年
当
時
、
滑
川
警
察
署
で
電

話
係
を
務
め
て
い
た
橋
本
喜
一
（
一
九
〇
〇
年
生
ま
れ
）
へ
の
聞
き
取
り

に
基
づ
く
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

突
然
八
月
五
日
午
後
三
時
頃
、「
島
地
刑
事
が
や
ら
れ
て
い
る
。
急
き
ょ

救
援
頼
む
。」
と
い
う
電
話
が
隣
町
水
橋
か
ら
か
か
っ
た
。
ス
ワ
一
大
事

と
高
信
、
渡
辺
の
両
巡
査
が
前
田
滑
川
警
察
署
長
の
命
に
よ
っ
て
飛
ぶ
よ

う
に
水
橋
へ
駈
け
つ
け
た
。
す
る
と
島
地
刑
事
は
水
橋
町
役
場
の
黒
塀
に

押
し
つ
け
ら
れ
て
袋
叩
き
に
あ
い
既
に
ふ
ら
ふ
ら
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

〔
中
略
〕

　

事
の
起
り
は
荷
車
引
き
が
米
を
積
ん
で
、
役
場
前
に
さ
し
か
か
っ
た
と

こ
ろ
、
漁
師
の
お
か
み
さ
ん
達
が
突
然
五
、
六
人
現
わ
れ
て
、「
こ
の
米

を
浜
へ
出
し
て
く
れ
る
な
。」「
米
を
出
す
か
ら
米
が
高
く
な
る
の
だ
。」

「
私
達
は
こ
れ
で
は
明
日
か
ら
日
干
し
に
な
っ
て
し
も
う
の
だ
。」
と
泣
訴

哀
願
す
る
よ
う
に
荷
車
の
柁
棒
を
押
さ
え
て
動
か
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ

島
地
刑
事
が
来
る
や
、
い
つ
も
の
調
子
で
高
飛
車
に
な
り
、「
お
前
ら
は

何
を
騒
い
で
い
る
。
帰
れ
！　

お
前
ら
が
騒
い
で
み
た
と
こ
ろ
で
米
が
さ

が
る
訳
で
も
あ
る
ま
い
。」
と
威
圧
的
言
動
で
に
ら
み
つ
け
た
。
そ
の
権

幕
に
恐
れ
を
な
し
て
一
同
は
帰
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

今
度
は
十
数
名
の
漁
師
連
中
が
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
腹
を
立
て
、
報
復
に

や
っ
て
来
た
。
一
言
二
言
言
い
争
っ
た
と
思
っ
た
途
端
に
前
記
の
如
く
暴

行
沙
汰
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。［
斉
藤　

（976

：（4-（5

］
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「
漁
師
の
お
か
み
さ
ん
達
」「
五
、
六
人
」
が
荷
車
を
阻
止
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
刑
事
の
島
地
清
三
郎
が
到
着
し
「
い
つ
も
の
調
子
で
高
飛
車
に
な

り
」「
威
圧
的
言
動
で
に
ら
み
つ
け
た
」。
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
「
十
数
名

の
漁
師
連
中
」
の
報
復
に
よ
り
、
島
地
は
「
ふ
ら
ふ
ら
の
状
態
」
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
。
前
掲
し
た
高
井
の
語
り
と
の
違
い
は
少
な
く
な
い
が
、

衝
突
の
契
機
を
警
察
の
対
応
と
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
聞
き
取

り
調
査
の
成
果
は
い
ず
れ
も
、
暴
力
行
使
の
契
機
を
警
察
の
対
応
と
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
う
し
た
警
察
の
対
応
に
つ
い
て
、
斉
藤
前
掲
『
米
騒
動
』
に
は
、

「
島
地
刑
事
は
職
務
に
忠
実
と
は
い
え
、
い
さ
さ
か
行
き
過
ぎ
の
か
ど
で

前
田
滑
川
署
長
か
ら
お
目
玉
を
頂
戴
し
た
」
と
あ
る
［
斉
藤　

（976
：

（5

］。
橋
本
喜
一
は
「
滑
川
警
察
署
長
前
田
丈
太
夫
氏
は
あ
く
ま
で
沈
着

冷
静
な
態
度
を
と
る
こ
と
に
注
意
」
し
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
［
斉
藤　

（976

：64

］。
杉
村
ハ
ツ
、
岩
田
重
太
郎
の
語
り
か
ら
も
、
①
七
月
か
ら

続
い
た
女
性
仲
仕
の
集
団
要
求
や
⑤
米
運
搬
の
荷
車
阻
止
の
局
面
で
、
滑

川
警
察
署
が
人
び
と
を
直
接
刺
激
し
な
い
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
［
井
本　

20（0

：42-45

］［
大
川　

2022

］。
島
地
が

「
お
目
玉
を
頂
戴
し
た
」
の
は
、
そ
う
し
た
方
針
に
反
し
た
対
応
を
と
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
当
時
の
滑
川
警
察
署
は
、
本
署
に
警
部

補
一
名
・
巡
査
二
名
、
直
接
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
警
部
補
派
出
所
一
・
派

出
所
二
・
駐
在
所
一
〇
・
河
川
取
締
駐
在
所
一
に
計
一
五
名
の
巡
査
が
所

属
し
て
い
た
［
富
山
県
編　

（920

］。
東
水
橋
町
に
は
、
警
部
補
派
出
所

が
置
か
れ
、
巡
査
三
名
が
所
属
し
て
い
た
。
騒
動
勢
を
直
接
刺
激
し
な
い

よ
う
な
対
応
に
は
、
一
つ
に
は
、
騒
擾
を
鎮
圧
す
る
に
は
人
員
が
不
足
し

て
い
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

斉
藤
前
掲
『
米
騒
動
』
に
は
、
⑯
の
後
の
東
水
橋
町
に
つ
い
て
も
興
味

深
い
記
述
が
み
ら
れ
る
。
前
述
し
た
刑
事
島
地
清
三
郎
へ
の
傷
害
罪
な
ど

の
現
行
犯
と
し
て
、
警
察
は
、
被
疑
者
三
名
を
東
水
橋
町
警
部
補
派
出
所

へ
引
致
し
た
。
取
り
調
べ
を
始
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
⑰
「
町
が
何
と

な
く
騒
々
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
配
が
し
た
。
今
度
は
拉
致
さ
れ
た
者
の

奪
還
の
た
め
、
派
出
所
を
襲
撃
す
る
の
に
集
合
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が

入
っ
た
」。「
危
険
の
迫
る
の
を
予
感
」
し
た
警
察
は
、
町
民
を
刺
激
し
な

い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
被
疑
者
ら
を
滑
川
警
察
署
へ
移
送
し
た

と
い
う
［
斉
藤　

（976

：（5

］。

3
　
米
改
め

　

警
察
が
感
知
し
た
⑰
八
月
五
日
夕
方
の
「
町
が
何
と
な
く
騒
々
し
く
な

っ
た
よ
う
な
気
配
」
は
、
同
日
の
深
夜
ま
で
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
香
川
新
報
』
八
月
七
日
付
の
雑
報
「
五
日
夜
又
集
る　

町
会
の
前マ
マ

後
策
」

（
富
山
水
橋
電
報
）
に
よ
れ
ば
、「
女
子
軍
は
、
同
夜
七
時
海
岸
諏
訪
神
社

の
太
鼓
を
合
図
に
境
内
に
打
集
り
、
各
方
面
に
手
分
け
し
て
米
の
見
張
を

開
始
せ
り
。
警
察
側
は
徹
宵
し
て
警
戒
し
つ
ゝ
あ
り
」
と
い
う
。
⑱
八
月
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五
日
一
九
時
以
降
、
騒
動
勢
は
、
手
分
け
し
て
「
米
の
見
張
」
を
続
け
て

い
た
。
同
日
に
は
、
二
一
時
三
〇
分
頃
か
ら
滑
川
町
、
二
三
時
頃
か
ら
西

水
橋
町
で
も
騒
動
が
起
こ
っ
た
［
荻
野
編　

（99（

：78

］。
前
述
し
た
滑

川
警
察
署
管
内
の
警
察
力
で
は
、
三
町
の
騒
動
勢
を
抑
止
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
香
川
新
報
』
の
前
掲
「
五
日
夜
又
集
る　

町
会
の
前マ
マ

後
策
」
に
は

「
米
の
見
張
」
の
詳
細
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
係
す
る
と
思
わ

れ
る
内
容
が
、
水
上
甚
一
（
生
年
不
明
）
の
語
り
に
み
ら
れ
る
。
甚
一
は
、

女
性
仲
仕
の
「
親
方
」
の
一
人
だ
っ
た
祖
母
ト
キ
か
ら
の
伝
聞
と
し
て

「
高
松
の
米
屋
も
行
っ
た
け
ど
、
蓆
旗
た
て
て
役
場
や
銀
行
ま
で
行
か
れ

た
い
う
。
提
灯
も
っ
て
倉
庫
の
鍵
開
け
た
ら
い
た
（
て
歩
い
た
）
と
。
米

ぁ
こ
う
い
う
で
か
い
と
在
ん
ね
か
い
言
う
て
」
と
述
べ
て
い
る
［
井
本　

20（0

：（25

］。
水
上
ト
キ
は
、
騒
動
勢
の
一
人
と
し
て
町
役
場
や
銀
行
に

も
訪
れ
て
い
た
。
当
時
の
銀
行
は
、
倉
庫
業
も
担
っ
て
お
り
、
業
者
が
買

い
付
け
た
米
も
預
か
っ
て
い
た
。［
井
本　

20（0

：2（7

］。「
倉
庫
の
鍵
開

け
た
ら
い
た
」
と
い
う
点
は
、
近
世
の
地
方
都
市
騒
擾
で
み
ら
れ
た
「
米

改
め
」
を
思
わ
せ
る
。
岩
田
浩
太
郎
は
、「
米
穀
払
底
・
米
穀
高
騰
時
に

町
民
み
ず
か
ら
が
（
打
ち
こ
わ
し
を
強
制
力
と
し
な
が
ら
）
惣
町
的
規
模
で

町
家
の
蔵
々
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
米
穀
雑
穀
を
摘
発
し
俵
数
を
帳
面
付
け

し
、
そ
の
安
売
を
（
惣
町
あ
る
い
は
藩
に
よ
り
）
実
現
す
る
行
動
様
式
が

多
数
の
騒
擾
事
例
に
お
い
て
見
ら
れ
る
」
と
し
て
、
そ
う
し
た
行
動
様
式

を
「
米
改
め
」
と
呼
ん
で
い
る
［
岩
田　

2004

：4（5

］。
一
九
一
八
年
の

東
水
橋
町
に
お
い
て
も
、
騒
動
勢
に
押
し
寄
せ
ら
れ
た
側
は
、
そ
の
多
衆

の
威
力
に
よ
っ
て
、
倉
庫
を
開
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
八
月
四
日
に
騒
動
勢
が
訪
れ
た
先
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
町

役
場
や
銀
行
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
水
上
ト
キ
ら
の
「
米

改
め
」
が
、
八
月
五
日
夜
だ
っ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

当
然
な
が
ら
、「
米
改
め
」
は
、
住
民
の
日
常
的
な
ふ
る
ま
い
で
は
な
い
。

多
衆
の
威
力
に
よ
っ
て
日
常
的
な
社
会
関
係
が
顚
倒
し
て
い
た
の
は
、
八

月
四
日
夜
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
八
月
五
日
の
東
水
橋
町
で
は
、
朝
か
ら
⑬
汽
船
で
の

米
移
出
へ
の
警
戒
が
み
ら
れ
、
夕
方
に
は
⑮
荷
車
で
の
米
運
搬
が
阻
止
さ

れ
、
⑯
そ
れ
を
契
機
と
し
て
警
官
へ
暴
力
が
行
使
さ
れ
た
。
夜
に
も
⑱
騒

動
勢
の
米
改
め
が
展
開
し
た
。
そ
う
し
た
複
数
の
実
力
行
使
が
み
ら
れ
た

こ
と
、
⑭
「
町
民
の
蜚
語
」
や
⑰
警
察
が
感
じ
た
「
町
が
何
と
な
く
騒
々

し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
配
」
な
ど
は
、
東
水
橋
町
の
日
常
的
な
社
会
関
係

が
停
止
、
な
い
し
は
顚
倒
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
前
掲
し
た
土
肥
キ
ク

イ
ら
の
語
り
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
不
安
や
恐
怖
は
、
そ
う
し
た
状
況
が
も

た
ら
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

同
日
に
は
、
町
行
政
の
対
応
が
始
ま
っ
て
い
る
。『
高
岡
新
報
』
の
前

掲
「
東
西
水
橋
の　

一
揆
形
勢
」
に
よ
れ
ば
、
町
長
石
黒
七
次
ら
の
協
議
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に
よ
り
、「
細
民
の
生
活
を
救
ふ
一
助
」
と
し
て
、
外
国
産
米
の
供
給
を

急
ぐ
こ
と
を
決
定
し
、
神
戸
の
外
米
指
定
商
人
の
も
と
へ
担
当
者
を
派
遣

し
た
。
ま
た
、
役
場
の
使
丁
（
用
務
員
）
を
各
町
に
派
遣
し
て
「
騒
擾
喧

囂
を
極
む
る
は
却
つ
て
人
気
を
落
し
、
人
心
に
不
安
を
抱
か
し
む
る
を
以

て
穏
便
に
事
を
処
す
る
や
う
」
注
意
さ
せ
た
と
い
う
。
騒
動
の
も
た
ら
す

不
安
や
恐
怖
を
地
域
社
会
が
等
閑
視
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

四　

米
騒
動
の
終
息

1
　
八
月
六
日
の
米
騒
動

　

⑯
八
月
五
日
夕
方
に
起
こ
っ
た
米
運
搬
の
荷
車
阻
止
を
め
ぐ
る
衝
突
で
、

警
察
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
行
犯
三
名
を
滑
川
警
察
署
へ
引
致
し
た
。

前
掲
「
所
謂
『
女
一
揆
』
ノ
真マ

マ想
ニ
関
ス
ル
件
」
に
よ
れ
ば
、
翌
八
月
六

日
、
警
察
は
、
こ
の
衝
突
の
共
犯
者
と
し
て
二
名
、
参
考
人
と
し
て
四
名

を
滑
川
警
察
署
へ
引
致
し
た
［
立
花　

20（4

：（（0

］。
こ
の
共
犯
者
・
参

考
人
に
は
、
女
性
仲
仕
の
「
親
方
」
の
水
上
ノ
ブ
、
西
水
橋
町
の
岡
本
公

夫
が
含
ま
れ
て
い
た
［
北
日
本
新
聞
社
編　

（974

：7（

］。
岡
本
は
、
八

月
五
日
の
西
水
橋
町
の
騒
動
に
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
［
岡
本　

（978

：（4-（5

］［
井
本　

20（0

：（（6-（（8

］。

　

こ
う
し
た
警
察
の
対
応
に
た
い
し
て
、『
高
岡
新
報
』
八
月
七
日
付
の

雑
報
「
一
揆
更
に
」（
水
橋
電
話
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
反
応
が
あ
っ
た

と
報
じ
て
い
る
。

前
記
一
揆
に
参
加
し
た
る
漁
師
町
の
家
族
連
は
、
之
れ
を
聞
知
す
る
や
、

昨
朝
来
業
を
止
め
て
同
派
出
所
前
に
押
寄
せ
た
る
者
三
百
数
十
名
、
彼
れ

等
は
口
々
に
警
察
の
不
法
を
鳴
ら
し
、
罪
は
引
致
せ
ら
れ
た
る
人
々
に
非

ず
我
れ
〳
〵
な
り
。
若
し
罰
す
る
な
ら
ば
我
々
も
共
に
罰
せ
よ
と
称
し
て

去
ら
ず
、
一
方
別
働
隊
の
女
軍
は
、
海
路
船
に
乗
じ
て
滑
川
本
署
に
陳
情

す
る
等
、
事
態
益
々
険
悪
に
陥
り
つ
ゝ
あ
り
。

　

八
月
六
日
日
中
、
東
水
橋
町
警
部
補
派
出
所
前
に
「
三
百
数
十
名
」
が

押
し
寄
せ
、
警
察
の
対
応
を
批
難
し
た
と
い
う
。
西
水
橋
町
の
米
騒
動
参

加
者
で
あ
る
岡
本
タ
キ
（
一
八
八
七
年
生
ま
れ
）
は
「
岡
本
の
大
将
〔
岡

本
公
夫
―
引
用
者
〕
が
警
察
に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
。

そ
れ
で
、
み
ん
な
水
橋
の
派
出
所
へ
押
し
か
け
た
。
わ
し
も
い
っ
し
ょ
に

い
っ
た
。
お
ば
ば
た
ち
は
口
々
に
、〝
あ
ん
な
、
い
い
っ
さ
ん
（
よ
い
人
）

に
と
が
め
は
な
い
〟〝
お
ら
っ
ち
ゃ
の
た
め
に
、
つ
ん
だ
っ
て
（
つ
き
そ

っ
て
）
あ
る
か
れ
た
だ
け
だ
が
い
ね
〟
と
わ
め
い
と
っ
た
」
と
語
っ
た
と

さ
れ
る
［
北
日
本
新
聞
社
編　

（974

：74

］。「
派
出
所
前
に
押
寄
せ
た

る
者
三
百
数
十
名
」
に
は
、
西
水
橋
町
の
騒
動
参
加
者
ら
が
加
わ
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
東
水
橋
町
の
住
民
の
参
加
を
明
確
に
示
す
よ
う
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な
史
料
は
、
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
「
海
路
船
に
乗
じ
て
滑
川
本
署
に
陳
情
」
し
た
と
さ
れ
る
「
別
働
隊
の

女
軍
」
に
つ
い
て
、
西
水
橋
町
の
市
田
一
郎
（
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
）
は
、

引
致
さ
れ
た
岡
本
公
夫
ら
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
女
性
た
ち
が
、
東
水
橋

町
警
部
補
派
出
所
へ
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
白
岩
川
に
か
か
る
東
西
橋
の
上

で
警
官
複
数
名
に
制
止
さ
れ
た
た
め
、「
み
ん
な
浦
へ
下
っ
て
、
浜
へ
行

っ
て
舟
で
み
ん
な
渡
っ
た
。
舟
で
向
か
い
（
東
水
橋
）
側
へ
、
そ
っ
て
ゾ

ロ
ゾ
ロ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
、
滑
川
の
本
署
ま
で
駆
け
つ
け
た
わ
け
や
」
と
語
っ

て
い
る
［
井
本　

20（0

：（（7-（（8
］。
東
水
橋
町
警
部
補
派
出
所
は
、
東

西
橋
の
袂
近
く
に
あ
っ
た
。
市
田
の
語
り
は
伝
聞
と
も
思
わ
れ
る
が
、
西

水
橋
町
の
騒
動
参
加
者
が
「
滑
川
本
署
に
陳
情
」
し
た
こ
と
を
う
か
が
え

る
。

　

八
月
九
日
発
の
富
山
県
知
事
報
告
「
米
価
暴
騰
ニ
伴
フ
細
民
ノ
行
動
等

ニ
関
ス
ル
件
（
第
二
報
）」
で
は
、
八
月
六
日
、「
水
橋
町
民
約
二
百
名
ハ
、

態
々
約
一
里
ノ
距
離
ア
ル
滑
川
署
前
ヘ
集
合
シ
、
該
犯
人
ヲ
引
渡
サ
レ
度

旨
嘆
願
シ
タ
リ
」
と
す
る
［「
（
．
大
正
七
年
七
月
ニ
於
ケ
ル
米
騒
擾
ニ

関
ス
ル
報
告
」：（0

］。
同
日
日
中
、
⑲
引
致
さ
れ
た
者
の
引
き
渡
し
を

求
め
て
、「
約
二
百
名
」
が
滑
川
警
察
署
前
に
集
ま
っ
た
。
杉
村
政
義
は
、

「
こ
の
事
件
〔
⑮
⑯
―
引
用
者
〕
で
、
主
婦
た
ち
の
先
頭
に
た
っ
て
い
た

西
浜
町
の
女
仲
仕
の
親
方
で
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
が
、
滑
川
署
へ
引
致
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
の
釈
放
運
動
に
ゆ
く
こ
と
を
ふ
れ
回
っ
て
い
た
こ
と
を
お

ぼ
え
て
い
る
」
と
語
っ
た
と
さ
れ
る
［
北
日
本
新
聞
社
編　

（974

：72

］。

東
水
橋
町
の
西
浜
町
で
は
、「
嘆
願
」
へ
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

た
。「
約
二
百
名
」
に
は
、
前
述
し
た
西
水
橋
町
の
女
性
た
ち
と
と
も
に
、

東
水
橋
町
の
住
民
が
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

⑲
滑
川
警
察
署
へ
被
引
致
者
の
釈
放
を
求
め
る
多
勢
で
の
集
団
要
求
に
は
、

東
水
橋
町
と
西
水
橋
町
そ
れ
ぞ
れ
の
米
騒
動
か
ら
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ

る
。

　

⑲
へ
の
滑
川
警
察
署
の
対
応
に
つ
い
て
、
前
掲
「
米
価
暴
騰
ニ
伴
フ
細

民
ノ
行
動
等
ニ
関
ス
ル
件
（
第
二
報
）」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。〔

滑
川
警
察
―
引
用
者
〕
署
長
ハ
犯
人
審
問
ノ
道
ヲ
尽
ク
シ
事
件
確
実
ト

為
リ
タ
ル
ニ
依
リ
、
彼
レ
ラ
ヲ
一
旦
宅
控
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
決
意
シ
タ
ル

ニ
付
、
茲
ニ
初
メ
テ
群
衆
ト
会
見
シ
、
現
行
犯
ノ
性
質
及
犯
罪
曲
疵
ノ
不

心
得
等
充
分
説
諭
訓
戒
ノ
後
、
該
犯
人
ニ
同
様
ノ
暴
行
再
演
セ
シ
メ
サ
ル

ハ
勿
論
、
一
同
モ
亦
騒
擾
ヶ
間
敷
行
為
ヲ
為
サ
サ
ル
旨
ヲ
誓
ハ
シ
メ
タ
ル

後
、
宅
控
ノ
意
味
ヲ
説
明
シ
テ
該
犯
人
ヲ
一
同
ニ
引
渡
シ
タ
リ
。
本
件
ハ

多
ク
ノ
新
聞
記
事
ニ
訛
伝
又
ハ
誤
伝
セ
ラ
ル
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ
。［「
（
．
大

正
七
年
七
月
ニ
於
ケ
ル
米
騒
擾
ニ
関
ス
ル
報
告
」：（0

］

　

滑
川
警
察
署
で
は
、
署
長
が
「
群
衆
」
を
説
諭
し
た
う
え
で
、
引
致
し
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た
者
を
引
き
渡
し
た
。
同
署
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
騒
動
勢
を
直
接
刺

激
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
お
り
、
こ
の
局
面
で
も
そ
う
し
た
対
応
を
と
っ

た
と
い
え
る
。
前
日
八
月
五
日
に
「
約
三
百
名
」
の
集
団
要
求
が
み
ら
れ

た
滑
川
町
で
は
、
同
日
昼
頃
か
ら
町
役
場
へ
の
嘆
願
、
米
移
出
へ
の
警
戒

な
ど
が
続
き
、
夜
に
い
た
っ
て
一
二
〇
〇
人
以
上
が
集
ま
る
騒
動
が
起
こ

っ
た
［
滑
川
市
立
博
物
館
編　

20（8

：22-25

］。
滑
川
警
察
署
に
「
水
橋

町
民
約
二
百
名
」
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
、
滑
川
町
で
の
「
不
穏
」
を
醸
成

す
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
［
荻
野
編　

（99（

：78

］。

2
　
生
活
危
機
へ
の
対
応

　

八
月
六
日
以
降
、
東
水
橋
町
で
は
、
生
活
危
機
へ
の
対
応
が
進
ん
だ
。

『
高
岡
新
報
』
八
月
七
日
付
の
雑
報
「
両
水
橋
協
定
の
救
助
案
」
に
よ
れ

ば
、
八
月
六
日
、
中
新
川
郡
役
所
に
招
集
さ
れ
た
東
水
橋
町
の
町
長
石
黒

七
次
は
、
郡
長
お
よ
び
西
水
橋
町
長
と
対
応
を
協
議
し
、
篤
志
家
の
寄
付

を
財
源
と
し
て
、
戸
数
割
の
負
担
が
三
分
以
下
の
世
帯
を
対
象
に
、
九
月

一
五
日
ま
で
内
外
米
一
升
に
つ
き
五
銭
引
の
廉
売
を
実
施
す
る
と
い
っ
た

方
針
を
申
し
合
わ
せ
た
。
東
水
橋
町
に
戻
っ
た
石
黒
町
長
は
、
町
会
議
員

と
「
有
力
者
」
を
町
役
場
に
招
集
し
て
協
議
会
を
開
き
、
こ
の
方
針
の
承

認
を
得
た
。
そ
の
後
、
西
水
橋
町
長
と
再
度
の
協
議
を
お
こ
な
い
、
原
則

と
し
て
外
国
産
米
を
廉
売
す
る
こ
と
、
外
国
産
米
の
到
着
ま
で
は
内
地
産

米
を
購
入
し
て
一
升
三
五
銭
で
販
売
す
る
こ
と
、
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
方
針
を
「
各
町
総
代
」
に
通
知
し
た
と
い
う
。
米
廉
売

の
実
施
は
、「
各
町
総
代
」
を
介
し
て
両
町
の
住
民
に
周
知
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

翌
八
月
七
日
午
前
、
東
水
橋
町
で
は
臨
時
町
会
が
開
か
れ
た
。『
高
岡

新
報
』
八
月
八
日
付
の
雑
報
「
細
民
救
助
の
町
会
を
開
く
」
に
よ
れ
ば
、

前
述
し
た
米
廉
売
に
関
し
て
全
会
一
致
で
可
決
し
、
た
だ
ち
に
寄
付
の
勧

誘
に
着
手
し
た
。
戸
数
割
負
担
五
戸
以
上
の
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
二
〇

〇
〇
円
を
募
集
す
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
〇
円
は
、
米
一
升
に

つ
き
五
銭
引
で
の
廉
売
の
場
合
、
四
〇
〇
石
分
の
値
引
き
額
に
相
当
す
る
。

こ
の
寄
付
に
は
、
八
月
七
日
の
午
前
中
で
八
〇
〇
円
の
応
募
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
寄
付
を
促
し
た
要
因
に
は
、
前
述
し
た
土
肥
キ
ク
イ
ら
の
語
り

に
う
か
が
え
る
不
安
や
恐
怖
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寄
付
に

応
じ
る
こ
と
は
、
富
者
に
と
っ
て
、
住
民
の
生
活
を
支
え
る
姿
勢
を
地
域

社
会
に
誇
示
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
た
［
大
川　

20（7

］。
寄
付
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
述
し
た
騒
動
勢
が

押
し
寄
せ
た
石
黒
町
長
ら
四
名
の
富
者
や
米
商
高
松
も
、
お
そ
ら
く
は
寄

付
に
応
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
前
掲
「
米
価
暴
騰
ニ
伴
フ
細

民
ノ
行
動
等
ニ
関
ス
ル
件
（
第
二
報
）」
に
は
、「
同
町
商
人
ノ
所
有
白
米

全
部
ヲ
一
石
四
十
円
ニ
テ
提
供
セ
シ
ム
ヘ
キ
コ
ト
ニ
決
シ
」
た
と
あ
る

［「
（
．
大
正
七
年
七
月
ニ
於
ケ
ル
米
騒
擾
ニ
関
ス
ル
報
告
」：（0

］。
実

際
に
「
所
有
白
米
全
部
」
を
「
提
供
」
さ
せ
た
の
か
ま
で
は
確
認
で
き
て
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い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
外
国
産
米
の
到
着
ま
で
の
間
、
町
内
の
米
穀
所

有
者
が
提
供
し
た
内
地
産
米
を
廉
売
に
充
て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

米
廉
売
の
対
象
と
な
っ
た
戸
数
割
負
担
三
分
以
下
の
世
帯
は
、
前
掲

「
細
民
救
助
の
町
会
を
開
く
」
に
よ
れ
ば
、
約
五
〇
〇
戸
と
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
東
水
橋
町
全
戸
数
の
約
五
〇
％
に
あ
た
る
。
そ
う
し
た
大
規
模
な

内
国
産
米
の
廉
売
が
、
八
月
七
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
外
国
産
米
は
、

県
・
郡
を
介
し
て
購
入
さ
れ
、
各
町
村
へ
最
初
に
供
給
さ
れ
た
の
は
、
八

月
下
旬
後
半
以
降
だ
っ
た
［「
大
正
七
年　

外
米
配
給
一
件　

中
新
川
郡

役
所
」］。
内
国
産
米
に
代
わ
っ
て
、
外
国
産
米
の
廉
売
が
開
始
さ
れ
た
の

は
、
こ
れ
以
降
と
な
る
。
こ
う
し
た
廉
売
は
、
東
水
橋
町
の
住
民
の
生
活

危
機
を
一
定
程
度
緩
和
し
て
い
た
は
ず
で
あ
）
（1
（
る
。

3
　
米
騒
動
の
終
息

　

東
水
橋
町
に
お
け
る
米
廉
売
の
実
施
と
米
騒
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

富
山
県
知
事
が
八
月
九
日
に
発
し
た
前
掲
「
米
価
暴
騰
ニ
伴
フ
細
民
ノ
行

動
等
ニ
関
ス
ル
件
（
第
二
報
）」
で
は
、「
八
月
六
日
発
表
、
七
日
ヨ
リ
救

済
ニ
着
手
シ
タ
ル
為
、
漁
民
婦
女
子
モ
今
ヤ
全
ク
鎮
静
シ
タ
リ
」
と
す
る

［「
（
．
大
正
七
年
七
月
ニ
於
ケ
ル
米
騒
擾
ニ
関
ス
ル
報
告
」：（0

］。
前

掲
「
大
正
七
年
米
ニ
関
ス
ル
哀
願
運
動
状
況
一
覧
表
」
で
は
、
こ
れ
以
降

の
東
水
橋
町
で
の
騒
動
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
［
荻
野
編　

（99（

：77-
79

］。『
北
陸
毎
日
新
聞
』
八
月
八
日
付
の
雑
報
「
更
に
勢
威
を
増
す
細
民

一
揆　

押
寄
た
二
千
人
」（
富
山
電
話
）
で
も
、
米
廉
売
の
決
定
を
「
之

に
て
一
大
暴
徒
も
漸
く
一
段
落
の
模
様
な
り
と
」
報
じ
て
い
る
。
一
九
一

八
年
当
時
の
県
行
政
や
地
方
新
聞
が
、
米
廉
売
に
よ
っ
て
東
水
橋
町
の
米

騒
動
が
終
息
し
た
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

米
廉
売
の
実
施
後
に
米
騒
動
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た

行
政
や
富
者
の
対
応
に
よ
っ
て
、
騒
動
勢
と
の
あ
い
だ
に
一
定
の
合
意
が

形
成
さ
れ
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
だ
が
、
①
米
商
高
松
へ
の
女
性
仲
仕
の

集
団
要
求
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
米
移
出
の
停
止
を
求
め
て
お
り
、
廉

売
と
い
う
対
応
と
は
ズ
レ
が
あ
る
。
実
際
、
騒
動
参
加
者
で
あ
る
杉
村
ハ

ツ
の
語
り
に
は
、
米
廉
売
に
よ
る
合
意
形
成
と
い
っ
た
理
解
に
は
収
ま
ら

な
い
よ
う
な
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

お
ら
っ
ち
ゃ
こ
う
し
て
あ
ん
ま
り
責
め
に
行
く
も
ん
だ
か
ら
、〔
中
略
〕

三
次
郎
さ
〔
早
川
権
次
郎
―
引
用
者
〕
の
お
っ
か
は
ん
聞
い
て
こ
ら
れ
た
、

高
松
の
お
や
っ
さ
ん
な
、「
休
も
う
か
ー
。
頭
や
め
て
や
め
て
、
気
や
悪

ー
い
。
な
も
、
あ
い
だ
け
も
ん
来
て
ギ
ャ
ワ
ギ
ャ
ワ
と
み
ゝ
ず
か
ぎ
ゃ
わ

ず
（
か
わ
ず
）
が
鳴
く
よ
に
言
わ
れ
た
と
お
ら
な
も
、
の
ぼ
せ
る
が
よ
」

て
、
そ
う
言
う
と
ら
れ
る
と
。
ほ
し
て
ェ
出
袋
仕
〔
し
ゅ
っ
た
い
し
。
移

出
米
を
筵
に
包
む
作
業
者
―
引
用
者
〕
も
お
ら
に
言
う
が
、「
あ
ん
ね
よ
、

二
、
三
日
し
た
と
高
松
ァ
米
出
す
が
や
め
っ
ち
ゃ
」。〔
中
略
〕
ほ
し
た
ら

や
っ
ぱ
り
、
高
松
は
一
週
間
ほ
ど
休
ん
だ
ぞ
い
ね
、
北
海
道
へ
米
や
ら
ず
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に
。
そ
れ
か
ら
、
お
ら
っ
ち
ゃ
行
か
ん
が
で
す
。［
井
本　

20（0

：46

］

　

女
性
仲
仕
た
ち
は
、
①
遅
く
と
も
七
月
一
四
日
頃
か
ら
、
米
移
出
の
停

止
を
求
め
て
米
商
高
松
の
店
に
日
参
し
て
い
た
。
杉
村
は
、
そ
れ
に
根
負

け
し
た
高
松
が
米
移
出
を
控
え
た
た
め
、
集
団
要
求
を
止
め
た
と
語
っ
て

い
る
。
高
松
の
対
応
に
つ
い
て
の
詳
細
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
女
性

仲
仕
た
ち
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

騒
動
に
参
加
し
た
杉
村
に
は
、
東
水
橋
町
の
米
騒
動
が
、
高
松
側
の
譲
歩

に
よ
っ
て
終
息
し
た
と
記
憶
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
八

月
七
日
か
ら
始
ま
っ
た
米
廉
売
と
の
関
わ
り
は
み
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は

そ
れ
は
、
杉
村
ら
女
性
仲
仕
た
ち
が
、
騒
動
後
も
高
松
と
同
じ
町
で
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
、
意
識
の
上
で
の
関
係
修
復
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

他
方
、『
高
岡
新
報
』
八
月
六
日
付
の
前
掲
「
漁
民
家
族
の
不
穏
に
つ

き　

当
局
者
の
談
」
で
は
、
東
水
橋
町
の
収
入
役
が
「
漁
民
の
家
族
は
多

く
亭
主
の
腕
に
頼
り
自
ら
働
か
ん
と
の
考
へ
は
薄
き
や
う
な
り
。
故
に
此

頃
荷
車
輓
き
を
為
し
居
る
も
の
は
夫
婦
共
稼
ぎ
に
て
確
実
に
生
計
を
営
み

居
れ
り
。
彼
等
は
徒
手
餓
を
訴
へ
ん
よ
り
は
夫
を
援
け
労
銀
を
得
る
や
う

心
掛
く
る
が
至
当
な
ら
む
」
と
述
べ
た
と
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、『
北
陸

タ
イ
ム
ス
』
八
月
七
日
付
の
雑
報
「
米
騒
ぎ
に
就
き　

県
当
局
弁
ず
ら

く
」
に
よ
れ
ば
、
県
警
察
当
局
が
「
全
体
漁
家
の
細
君
な
ど
は
日
常
貯
金

な
ど
を
せ
ぬ
代
り
に
副
業
な
ん
か
を
見
出
し
て
働
く
と
い
ふ
気
の
女
は
少

い
か
ら
、
今
日
の
様
に
米
が
高
く
な
る
と
、
困
る
事
は
困
る
に
相
違
な
か

ら
う
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
町
や
警
察
の
当
局
者
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
つ
う

じ
て
、「
副
業
」
で
稼
い
で
貯
金
を
し
て
い
れ
ば
、
騒
動
を
起
こ
す
必
要

は
な
か
っ
た
は
ず
、
と
い
っ
た
認
識
を
示
し
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
そ
う

し
た
認
識
は
妥
当
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
東
水
橋
町
の
米
騒
動
の
嚆
矢
と

な
っ
た
の
は
、
①
女
性
仲
仕
の
集
団
要
求
だ
っ
た
。
彼
女
ら
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
就
労
と
家
事
労
働
の
後
に
米
商
高
松
へ
日
参
し
て
い
た
。
そ

う
し
た
平
時
で
あ
れ
ば
自
身
で
生
計
を
維
持
し
得
て
い
た
社
会
層
に
も
、

米
価
騰
貴
が
生
活
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
局

者
の
発
言
が
、
誤
認
に
せ
よ
故
意
に
せ
よ
、
米
騒
動
と
そ
の
担
い
手
の
正

当
性
を
否
定
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
騒
動
の
正
当
性
を
否
定

す
る
こ
と
で
、
停
止
・
顚
倒
し
て
い
た
社
会
関
係
を
日
常
に
回
復
す
る
力

が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
［
大
川　

2020

］。

　

こ
の
よ
う
に
地
方
新
聞
に
は
、
早
く
も
米
騒
動
の
正
当
性
を
否
定
す
る

言
説
が
現
れ
て
い
た
。
金
山
秀
吉
は
、
一
九
七
一
年
の
調
査
で
「
私
ら
も

国
鉄
に
三
〇
年
勤
め
て
き
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
よ
そ
か
ら
転
勤
し
て
来

た
人
た
ち
が
ね
、
こ
こ
は
『
米
騒
動
』
の
発
祥
地
や
い
う
が
聞
い
た
と
、

何
だ
か
肩
身
せ
ま
い
気
持
ち
し
た
こ
と
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
語
っ
て
い
る

［
井
本　

20（0

：67

］。
瀧
川
弥
左
衛
門
は
、
騒
動
か
ら
五
〇
周
年
と
し

て
米
騒
動
が
注
目
さ
れ
た
一
九
六
八
年
以
降
、
東
水
橋
町
で
は
「『
米
騒

動
』
は
町
の
不
名
誉
だ
と
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
だ
と
、
こ
う
い
う
考
え
方
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が
一
般
的
に
な
り
ま
し
て
ね
」
と
述
べ
て
い
る
［
井
本　

20（0

：9（

］。

こ
う
し
た
米
騒
動
へ
の
否
定
的
な
認
識
が
戦
後
ま
で
み
ら
れ
た
背
景
に
は
、

地
方
新
聞
の
前
掲
記
事
の
よ
う
な
騒
動
の
正
当
性
を
否
定
す
る
言
説
も
関

係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

一
九
一
八
年
八
月
四
日
の
東
水
橋
町
で
は
、
朝
か
ら
⑧
「
不
穏
の
模

様
」
が
あ
り
、
昼
頃
に
は
⑫
西
浜
町
の
女
性
た
ち
「
数
十
人
」
が
、
米
移

出
停
止
に
つ
い
て
の
仲
裁
を
警
察
へ
求
め
た
が
不
調
に
終
わ
っ
た
。
夕
方

以
降
、
⑨
女
性
仲
仕
の
「
親
方
」
ら
に
よ
る
呼
び
か
け
で
、「
一
軒
に
一

人
ず
つ
」
と
い
っ
た
参
加
強
制
が
、
沿
岸
部
の
西
浜
町
・
東
浜
町
か
ら
、

南
側
の
西
出
町
・
東
出
町
・
中
出
町
へ
と
拡
が
っ
た
。
騒
動
勢
は
、
⑩
西

浜
町
・
西
天
神
町
・
大
町
な
ど
へ
向
か
い
、
町
長
や
富
者
に
「
応
急
救

助
」「
廉
売
方
」
を
求
め
た
。
そ
う
し
た
要
求
は
、
同
年
で
は
初
め
て
現

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
他
方
、
⑪
新
大
町
の
米
商
高
松
方
で
は
、
店
主
の
妻

ハ
ル
が
発
し
た
と
さ
れ
る
「
食
わ
れ
ん
に
ゃ
ゴ
ト
む
け
（
死
ね
）」
と
い

う
言
葉
が
糾
弾
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
①
遅
く
と
も
七
月
一
四
日
ま
で
に
始

ま
っ
て
い
た
米
移
出
停
止
を
求
め
る
女
性
仲
仕
の
集
団
要
求
、
お
よ
び
③

ハ
ル
へ
の
直
談
判
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

八
月
五
日
朝
、
⑬
汽
船
で
の
米
移
出
を
警
戒
し
て
「
約
二
百
名
」
の
女

性
が
集
ま
っ
た
。
午
前
中
に
は
、
⑭
多
勢
で
の
集
団
要
求
を
呼
び
か
け
る

「
町
民
の
蜚
語
」
が
み
ら
れ
た
。
夕
方
に
は
⑮
荷
車
で
の
米
運
搬
が
女
性

た
ち
に
阻
止
さ
れ
た
が
、
⑯
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
男
性
た
ち
が
警
官
一
名
に

暴
力
を
行
使
し
た
。
警
察
は
被
疑
者
三
名
を
東
水
橋
町
警
部
補
派
出
所
へ

引
致
し
た
も
の
の
、
⑰
「
町
が
何
と
な
く
騒
々
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気

配
」
に
「
危
険
の
迫
る
の
を
予
感
」
し
て
、
被
疑
者
ら
を
滑
川
警
察
署
に

移
送
し
た
。
夜
に
は
、
⑱
騒
動
勢
に
よ
る
米
改
め
が
展
開
し
た
。

　

八
月
六
日
、
警
察
は
⑯
警
官
へ
の
暴
力
行
使
の
共
犯
者
と
し
て
二
名
、

参
考
人
と
し
て
四
名
を
滑
川
警
察
署
へ
引
致
し
た
。
同
日
日
中
、
⑲
被
引

致
者
の
釈
放
を
求
め
、「
約
二
百
名
」
の
東
水
橋
町
・
西
水
橋
町
住
民
が

同
署
前
に
集
ま
っ
た
。
滑
川
警
察
署
で
は
、「
約
二
百
名
」
を
説
諭
の
う

え
で
、
被
引
致
者
を
引
き
渡
し
た
。
同
日
か
ら
、
生
活
危
機
へ
の
対
応
が

進
め
ら
れ
た
。
東
水
橋
町
長
は
、
中
新
川
郡
長
・
西
水
橋
町
長
と
の
協
議
、

町
内
「
有
力
者
」
ら
の
承
認
を
得
て
、
米
廉
売
の
実
施
を
決
定
し
た
。
翌

八
月
七
日
か
ら
、
東
水
橋
町
全
戸
数
の
約
半
数
を
対
象
と
す
る
大
規
模
な

米
廉
売
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
財
源
を
負
担
し
た
の
は
、
町
内
の
富
者
だ

っ
た
。
こ
う
し
た
対
応
は
、
住
民
の
生
活
危
機
を
一
定
程
度
緩
和
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

八
月
四
日
以
降
の
東
水
橋
町
で
は
、
⑬
⑮
⑱
と
い
っ
た
実
力
行
使
や
⑯

の
よ
う
な
暴
力
行
使
が
現
れ
て
い
た
。
東
水
橋
町
の
米
騒
動
に
は
、
警
察

関
係
資
料
で
い
う
「
哀
願
」
と
い
っ
た
表
現
に
収
ま
ら
な
い
面
が
認
め
ら



米騒動と体験者の語り（大川）

55

れ
る
。
体
験
者
の
語
り
は
、
そ
の
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
騒
動
の
展
開
過
程
を
ふ
ま
え
て
、
体
験
者
の
語

り
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
て
き
た
。
高
柳
ア
イ
は
、
地
縁
に
よ
る
強
制
で

参
加
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
常
意
識
の
顚
倒
に
よ
っ
て
思
い
が
け
な
い

高
揚
感
を
体
験
し
て
い
た
。
米
商
高
松
の
関
係
者
だ
っ
た
土
肥
キ
ク
イ
や

小
泉
米
次
郎
に
は
、
多
勢
の
威
力
が
も
た
ら
し
た
日
常
的
な
社
会
関
係
の

顚
倒
が
、
不
安
や
恐
怖
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
東
水
橋
町
の
騒
動
は
、
結

果
的
に
大
規
模
な
米
廉
売
と
い
う
対
応
を
引
き
出
し
た
が
、
高
柳
や
土
肥

ら
体
験
者
の
語
り
に
は
、
そ
う
し
た
過
程
が
予
定
調
和
で
は
な
か
っ
た
こ

と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
滑
川
警
察
署
が
騒
動
勢
を
直
接
刺
激
し
な
い
よ
う

な
対
応
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
。
他
方
、
杉
村
ハ
ツ

に
と
っ
て
は
、
女
性
仲
仕
の
仕
事
や
家
事
労
働
後
の
夜
分
、「
親
方
」
に

率
い
ら
れ
て
集
団
要
求
に
日
参
し
、
米
商
高
松
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た
体

験
こ
そ
が
、
米
騒
動
だ
っ
た
。
語
ら
れ
聞
き
取
ら
れ
た
記
録
に
は
、
語
り

手
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
東
水
橋
町
の
米
騒
動
が
ど
の
よ
う
な
体
験
だ

っ
た
の
か
も
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
体
験
の
多
元
性
は
、
米
騒
動
の

歴
史
像
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
稿
の
資
料
調
査
で
は
、
滑
川
市
立
博
物
館
の
近
藤
浩
二
氏
、
ニ
ュ
ー
ス

パ
ー
ク
（
日
本
新
聞
博
物
館
）、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
文
責
は
す
べ
て

筆
者
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。

注（
（
）
近
藤
浩
二
「
新
聞
報
道
と
滑
川
町
の
米
騒
動
」
で
は
、
大
阪
・
東
京
の
中
央
紙

や
富
山
県
外
の
主
要
な
地
方
紙
計
五
二
紙
か
ら
、
八
月
上
旬
の
富
山
県
内
の
米

騒
動
と
救
済
関
係
に
つ
い
て
報
じ
た
記
事
を
選
別
し
、
そ
の
報
道
内
容
を
滑

川
・
東
水
橋
・
西
水
橋
・
泊
・
魚
津
・
生
地
・
富
山
・
東
岩
瀬
・
四
方
・
高
岡

の
各
市
町
別
に
分
類
し
て
い
る
［
滑
川
市
立
博
物
館
編　

20（8

：74-78

］。

（
2
）
魚
津
町
の
米
騒
動
は
、
七
月
二
三
日
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
七
月
一

八
・
二
〇
日
と
す
る
説
も
提
起
さ
れ
て
い
る
［
滑
川
市
立
博
物
館
編　

20（8

：

20-2（

］。

（
（
）「
米
騒
動
か
ら
五
〇
年
、
富
山
県
の
現
地
を
た
ず
ね
る
」『
赤
旗
日
曜
版
』
一
九

六
八
年
七
月
二
八
日
に
つ
い
て
、
梅
田
欽
治
は
、
現
地
調
査
の
必
要
を
強
調
し

て
い
た
［
梅
田　

（97（

：47

］。

（
4
）
松
井
滋
次
郎
と
井
本
三
夫
に
よ
る
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、［
井
本　

20（0

］

を
参
照
し
た
。
前
掲
拙
稿
で
は
、
そ
う
し
た
調
査
の
詳
細
を
整
理
し
、
若
干
の

分
析
も
試
み
た
［
大
川　

2022

］。
な
お
、
両
者
の
調
査
の
音
声
記
録
に
つ
い

て
、
井
本
は
「
し
か
る
べ
き
公
共
の
機
関
に
託
す
る
」
予
定
と
し
て
い
る
［
井

本　

20（0

：（

］。
音
声
記
録
の
公
開
後
に
は
、
語
り
手
と
聞
き
手
の
関
係
性

な
ど
現
在
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
水
準
を
ふ
ま
え
て
の
再
検
証
が

必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
［
大
門　

20（7

］。
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
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（
5
）
聞
書
に
つ
い
て
「
人
が
自
ら
の
経
験
を
『
話
す
』
と
い
う
形
態
で
表
現
す
る
と

き
の
、
人
び
と
個
人
の
総
体
性
は
、
事
実
確
認
に
解
消
さ
れ
は
し
な
い
」
と
す

る
安
田
常
雄
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
［
安
田　

20（2

：（（0

］。

（
6
）
八
月
八
日
、
水
橋
港
か
ら
廻
航
し
た
平
国
丸
は
、
滑
川
港
で
米
の
積
み
出
し
阻

止
に
あ
っ
た
。「
藤
田
栄
一
日
記
」
の
同
日
付
に
は
「
貧
民
騒
ギ
ノ
タ
メ
平
国

丸
ニ
米
積
メ
ズ
本
船
其
儘
出
航
ス
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、「
貧
民
騒
ギ
」
の
起

こ
っ
た
寄
港
先
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
滑
川
港
だ
け
で
は
な
く
、
水
橋

港
で
も
起
き
て
い
た
可
能
性
は
残
る
。
ま
た
、
⑦
に
つ
い
て
語
っ
た
高
井
文
助

は
、「
そ
し
た
ら
そ
い
つ
あ
滑
川
に
響
い
た
ら
し
い
、
滑
川
も
な
も
騒
い
で
ぇ
」

と
述
べ
て
い
る
［
井
本　

20（0

：58
］。
⑦
の
後
に
滑
川
で
も
騒
動
が
起
こ
っ

た
と
の
語
り
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
同
日
中
、
す
な
わ
ち
八
月
八
日
に
相
次
い

で
起
こ
っ
た
こ
と
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。

（
7
）
本
史
料
の
原
本
は
「
越
中
女
一
揆
並
米
騒
動
調
査
報
告
」（
個
人
所
蔵
「
金
山

家
文
書
」
近
代
五
二
九
七
、
立
山
町
郷
土
史
料
館
寄
託
）
と
さ
れ
る
が
［
近
藤　

20（8

］、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

（
8
）『
北
陸
公
論
』
一
八
九
〇
年
一
月
二
六
日
付
の
雑
報
「
三
千
六
百
七
石
の
積
出

し
」
に
よ
れ
ば
、
同
年
一
月
中
旬
後
半
、
水
橋
港
で
汽
船
に
米
を
「
積
出
し
せ

ん
と
す
る
際
、
細
民
に
迫
ら
れ
種
々
示
談
の
上
、
石
に
付
一
升
宛
の
跳
米
を
な

す
こ
と
に
協
議
纏
ま
」
っ
た
と
い
う
。
東
水
橋
町
に
は
、
米
移
出
の
阻
止
に
つ

い
て
も
、
明
治
期
か
ら
の
地
域
の
歴
史
的
な
文
脈
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
9
）
こ
の
他
、
富
山
県
知
事
が
八
月
七
日
に
発
し
た
「
米
価
騰
貴
ニ
伴
フ
細
民
ノ
行

動
及
生
活
状
態
ニ
関
ス
ル
件
」（
写
）
に
も
関
係
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
［「
（
．

大
正
七
年
七
月
ニ
於
ケ
ル
米
騒
擾
ニ
関
ス
ル
報
告
」：2（-24

］。
だ
が
、
前
掲

「
大
正
七
年
米
ニ
関
ス
ル
哀
願
運
動
状
況
一
覧
表
」
で
、
同
日
の
滑
川
町
の
騒

動
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
［
荻
野　

（99（

：78

］
と
重
な
る
部
分
も
あ

り
、
東
水
橋
町
と
滑
川
町
の
騒
動
を
混
同
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
（0
）「
大
正
七
年　

外
米
配
給
一
件　

中
新
川
郡
役
所
」
に
は
、
東
水
橋
町
へ
の
外

国
産
米
配
給
の
清
算
結
果
が
、
一
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The Rice Riots and Story of One’s Experience:   
Centered on Former Higashimizuhashi-machi, Na-
kaniikawa-gun, Toyama Prefecture

OKAWA Hiromu

According to research on rice riots in recent years, Higashimizuhashi-machi, 
Nakaniikawa-gun (present-day Toyama City) is often cited as the place that 
started the riots in 1918. This is based on the results of interviews conducted 
by Shigejiro MATSUI, Mitsuo IMOTO and others, as well as research stem-
ming from those interviews. However, Imoto’s research has been questioned 
with regard to the progress of the rice riots in Higashimizuhashi-machi. Also, 
perhaps because Matsui and Imoto were mainly interested in confirming the 
fact that the riots in Higashimizuhashi-machi were the beginning of the rice 
riots, some of the stories told by those who experienced the riots leave room for 
historical examination. This paper investigates the progress of the rice riots as 
they developed in Higashimizuhashi-machi from August 4 and attempts to po-
sition the narratives by people who experienced the riots historically based on 
the progression. Regarding the riots between August 4 and 6, I have clarified 
the progression of the riot by comparing the stories of people who experienced 
the riot and related historical documents. Based on the process of develop-
ment, it also examines what kind of experience the rice riots in Higashimizu-
hashi-machi had for each narrator. For one of the participants in the riot, the 
rice riot was the experience of being led by ‘Oyakata’ (stablemaster) to attend 
to the group’s demands every night to extract concessions from Takamatsu, a 
rice merchant because she is a dockworker and homeworker during the day. 
For another participant, the rice riots were an experience of unexpected eu-
phoria due to the break away from daily consciousness in spite of participating 
as a result of local compulsion. On the other hand, for the people involved on 
the side of the rice merchants who were rocked by the riots, the same break 
away from the daily consciousness brought about anxiety and fear only the rice 
riots could bring. This diversity of experience should enrich the historical pic-
ture of the rice riots.


